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明治~大正期の静岡県沼方郡!日西浦村における
柑橘産地の展開と外来種への対応
-?可内地区・海:瀬伊右衛門家を 1=二i心に-
花木宏直
1 序論
近代別のわがI~Iでは.北米をはじめ海外への人
口移動や商品流通の活発化がみられた。また.海
外からもさまざまな商品や技術が導入され，産業
振興に貢献した。近世~m よりわが国でみられる商
品作物である柑橘栽培においても.近代別には
ネーブルオレンジ等の外来棋の導入1)をはじめ，
品種の変化がみられた。とくに，ネーブルオレン
ジをわが国で、最初に導入した地域の 1つである和
歌山県那賀1¥liでは，キ1:1橘の販路拡張の一環として
の北米ijIiJU:1(こ伴し¥移民を介してネーブルオレン
ジの有益性が伝えられ，古!i木が導入された。ま
た明治後Wj~こは，和歌山県那賀 1JII はわが@I最大
のネーブルオレンジ産地となり，全!主!のitl橘 jft~j色
への市木の普及の拠点となった2)。
しかし，わがI~I におけるネーブルオレンジの生
産は.栽培の困難さといった課題もみられたた
め，大正6年(1917) をピークに減少した。和歌
山県那賀1mでも，第二次世界大i段後にはネーブル
オレンジの生産がみられなくなった3)0 3JI tEのわ
が国では，ネーブルオレンジ生巣の生産はほとん
どみられなし可。また，平成3年(1991)のネーブ
ルオレンジ、生来のIjiIiJ入自由イヒ以後， ネーブルオレ
ンジ生来の輸入量もや1びていないぺ
このように，海外からの陪i完iや技術の導入に対
して，地域住民は積極的に受容するだけでなく，
流行としてのー 11寺 I~I<] な受容や，状況に応じて中止
するといったさまざまな対応がみられた。ネーブ
ルオレンジをはじめ，海外より導入されたにもか
かわらず定着しなかった技術や商lhilに注目するこ
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とで，近代Wjにおけるわが13qと海外との交流の地
j戎特性をl明らかにすることができる。
以上を踏まえ 本稿では，近代WJの+H1話j京地に
おける， ネーフルオレンジ等の外来慌の導入の続
続や，生産定済に主らなかった過4J1を検討すする。
ji)f究対象地J!:主として， i持!同県1方111IILi im十j
j可 i有地!叉 (J}tllì~'1両県注目iltíl日JLî ì iIJ ìïlfl)~J 地|弐) をJlj(i') 
i二(ずる。 Wl坊1討県統計によれば， IU'J 治43"'F，
(1910) における l!ì~'1両県ーの村 i十両 ll ，:~主主::は 5 ， 0 ].1， 850
立であるが， FElh1l1では404，700nであり，市計1JIj
l位の!奄HiUlH，359， 800庶を大きく←1''1っていた口
ITIH1m (j:，訪問JU県 Ill;'tl~ の+11 桶詑地より ì!t し \IUJdì
l:j:JH)J より itl 十~生産の本棉 I'J<J なぞ子及がみられたSJ 0 I 
橘!J，irそのう守/えには M内地I;{の('tij:ì~rri 刊 i イ ÎítMI"J J.~を
はじめ，地元有力者の{市裂な役i1flJを来たした。彼
らは，各地の柑橘生産の先党者や技師との交流を
通じて，和歌山県那賀郡等の国内各地や，移民を
介して直接北米からも，盛んに外来種を導入し
た。 田方郡は，外来磁の導入が盛んであったこと
から 外来種の導入の経緯や導入以降の過程を検
討する上で、適切な地域であると考えられる O
近代期の村における1tl橘生産や出荷に関
する先行研究では，友寄:景夫や!主j野新吾ーにより，
旧村長会や個人所蔵の資料をmいて詳細な動
向がi明らかにされている6)。また，静岡県東部に
おける柑橘生産については，松十J"1:)t5Jgが静岡県に
特有の社会運動で、あった報徳運動と経済変動との
関わりで村!橘生産の普及j邑程を検討している7l。
さらに，静岡県における1:1"1詰生産やU:I荷のJ21史やお
村|橘生産や1JI1Hyに重要な役割jを果たした人物の経
jEがまとめられている9)。これらの研究では，主
に自治体のスケールにて，柑橘生産や出痔の動向
が詳細に検討されている O しかし柑橘生産や出
荷の従事者の具体的な行動選択については，十分
検討されていなし 1。外来種の導入や生産定着に至
らなかった過程を検討する上で，彼らによる村材需
品種の選択の経緯や人物の交流，品種の交流に注
目することが必要である O
また，松村祝男は，柑橘をはじめとする主産地
形成を検討する上で 地域住民の立場を重視して
社会変動を捉えるという視角を提示し10) 歴史的
公文書と聞き取り調査から地域住民の動向を明ら
かにしている 1])。近代期における柑橘生産者の具
体的な動向を検討するには， Jこ記に加え，経営帳
簿や日誌をはじめ 彼らの作成した古文書をm¥;l
ることが有効で、ある O
そこで，本稿では，まず， Ili 1l'H村役場文書やTJli
j市村j長会可!プヲ村j-橘j構巽組合等に関する資料を用
いて，明治j明から大正期における柑橘生産や出荷
の動向を検討する O 次に，海j頼伊右衛門氏をはじ
め先覚者の作成した経営帳簿や日誌を用いて，人
第 lzl I日四if!i村の概要と果樹協の分布
物の交流の実態や品種の導入経緯，生産と出荷の
窃ul古}を検討する。
E 研究対象地域の概要
1) IB西濡村の概要
第 1I亙は，明治28年 (1895)と大正 5年(1916)
における，旧西浦村の概要と果樹園の分布を示し
たものである O 静i両県田方郡旧西浦村は，静岡県
東部，伊豆半島の北西部に位置する O 北部を!駿河
湾に加し pl守部には丘陵が海岸部まで展開してい
るO 平m地は少なく，小河川沿いのわずかな平地
や集落周辺の傾斜地に小規模な農地がみられる D
明治 4年(1871)，I日I駅前村域は足柄県伊豆田
きしよう くづら
君沢郡に属し，河内村や木負村，久;連村¥平沢
村，立保村，古宇村，足保村，久料村，江梨村と
いう 9つの村がみられた。 明治 9年(1876) に，
9つの村は足柄v芸から静岡県へ移管された。明治
17年(1884)に9つの村を管轄する古宇村外八ヶ
村戸長役場が設置され，明治22年(1889) に9つ
(1/50，000地形図「沼W:II!TJ(f明治28:¥1三(]89S)).r H~W1ÌJ (大正 5年 (916))をも
とに作成。)
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の村が合併して凶;m村が成立した。 明治29
(1 896) 年には郡名が君沢~mから田方郡へ変わり，
昭和30年(1955)に沼津市に合併するまで1:1ild' iFl 
村ーは存続した12)。
明治44年(1911) における!日間浦村の世帯数と
人仁iは， 416戸と2，773人で、あった O また可!大j地
区の世帯数と人口は， 43戸と315人であった13)。
!日西浦村では，北米への出稼ぎ移民も多くみられ
た14)。生業について，
本村ハ地主主的関係ヨリ古来半農半漁ニシテ耕地
極メテ狭少ナリシタメ往古ハ河内|亙ヲ除キタル
他ノ八I:Rハ何レモ海ニヨリ生計ノ基礎ヲ立テ其
余1%1農ニ従事スル有様ナリシモ近1寺中Ij橋栽培業
隆盛トナリiJ-I野ノ l~fJ墾日二月ニ進ミ耕地面積増
大シテ昔日ノ比二アラズ従ッテ本業部業ノ関係
ハ主客全ク顛倒シテ現時二アリテハ炭ヲtJ、テ本
業トシ漁ヲ以テ高Ij業ト為スニ至リ今ヤ漁場ハ多
ク他ノ投資経営者二賃貸シ専心j誌ニ従事スル状
況ヲ呈セリ 15)
という状況であった。交通について， IE古川i村の
各地区より沼津市街や清水市街等との!日1に舟運が
みられた16)。
明治44年におけるIEi2];jifl汁寸の生業の詳細につい
て，大正元年(1912) 発行の n~ï浦村誌J をもと
に検討する17)。職業別の世帯数や人口に注目する
と，専業農家39戸に対し兼業農家359戸であり，
専業漁家や商家等はみられなかった。兼業農家の
高Ij業について，漁業264戸.商業68戸，工業23戸
であった。また，農業を専業とする者は男142人，
女120人本業とする者は男92人，女59人副業
とする者は男420人女248人であった。一方，漁
業を専業とする者は男女ともおらず，本業とする
者は男のみ 9人，副業とする者は男のみ734人で
あった。また， 1きfl=J#1:400人， 1~1 小fi= 528)\，小作
人153人で、あった。
農産物に注 I~I すると， -1:1王者43，200頁， ダイコン
16，500貰，小麦306石等であった。米については
記されておらず，生 は少なかったとみられ
るO 果実では蜜村j-21O，0001ヰネーブルオレンジ
3，00-1員¥夏権1，500員ー をはじめ. カキやナシ， ピ
ワ，モモ，ウメ等も生産されていた。養蚕につい
ては，飼育戸数では春蚕82戸，秋蚕15戸， JI又繭数
では春蚕68石.秋蚕15石と少なかった。林産物と
して，木炭23，0001支，薪15，000Jj実等であった。ま
た， I日間im村ーには漁船13lf授や定i宣言問 7ヶ統等が
あか主な水産物としてセグ!コイワシ15，0001廷
内まJ1S)12，000員¥カツオ8，000買等がみられた。
つまり， 1 日 T~l訂11寸では.海に前i していないj可内地
区を除き，男は農業と漁業，女は民業:に従事す
る，半j支c=II:{，({I，による~I:.f:t十維持がみられた。 i??jill11作
物として， iij 橘や林産物，水産物の~I:，~î'i.が踏んで、
あり，船舶により沼津市街や清水ili術者;へ出荷さ
れた O
なお IE:iJ.!:iim村を特徴づけ'る事象として明治
35年(1902)に久述地区の山林に東京興j長閣の探
検j易及び農j誌がIjFJ設されたことがある O 東京興jJ2
1室i は.幕 I?'~の子弟として生まれ，明治前WJ を沼津
で、:過ごした?)支持出寅次郎氏が創業した，事~tWIーや l主i芸
mlwl等を扱う会社で、あった19)。この民j劾には，政
指?の1t1橘品種等も植えられ， IflPljim村のHH活性産
をはじめ民業技術の改良に影響を与えた2())円つま
り， IE:1T~iim村では，沼津市街や京京との|関わりの
中で，新しい技術の導入が盛んに行われたとみる
ことカfで、きる O
2 )近世後期~明治期における柑橘生産の動向
!日間滞村では，柑橘に加え，カキやナシ，ピ
ワ，モモ， ウメ等の果実も生産されていたが，生
産量の多くは柑橘が占めていた。このj去を踏ま
え，第 1図に示された果樹圏は，主に柑橘箆!を示
していると位置づけられる O 第 1IZから，明治28
年には河内地区や木負地!之久連地区の境界にわ
ず、かな果樹罰がみられた。一方，大正 5年には，
河内地区や木負地区，久連地区を中心に旧西;m村
の全域へ拡大したことがうかがえる O
そこで，明治l判明以前におけるi日T!1i鴻村の柑橘
生産の動向について，海i~1i伊右衛門家に所蔵され
ていた「静府県日3 方君I~T!1i iri材料廿橘調査i1 ) のJj~;r:i~
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等を用いて検討する O 本資料は，村j橘生産の先覚
者であり，当1寺西浦村農会長であった22)海:瀬伊右
衛門が明治38年 (905) に作成し何らかの機関
に提出したものの控えとみられる O
「静向県EI3方郡西浦村村|橘調査J~こよれば. 1日西
浦村の柑橘生産の沿革について， さまざまな古文
蓄を引用しながら.tJ、下のよう されている O
シントンネーブルヲ多シトシ，又久年EJ:，柑子等
アリ近来内外数穏ノ栽植試験ヲナス者アリ jとの
ことであった。柑橘医!の状況についてはも「従来
ノ\槌付区域内不整列J で「各種ヲ il~植」し「多ク
麦作及競菜等Jを1m作していたが，近年間!霊iされ
た紺橘!認では「柑橘ヲ密植シ11作ヲナサゾル者多
シjと記されている O 収穫i時期は，温HI蜜柑が10
月下旬から1月下旬 小蜜柑は12月中旬，ワシン
案スルニ紀州輩、柑ノ栽培ハ寛永年間ニ至リ最モ トンネーブルは12月下旬から l月中旬であり，
盛ニシテ此H寺既ニ貢献物トナシタル者ナリ温州 「本村ノ¥本県栽培地ノ 1:1熟季最モ早シ故ニ多ク初
/¥文政三年ニ之レヲ右IJ楠シワシントンネーブル 輸UJ トナスヲ tJ、テ目下~Ijニ 11S:政法ヲ購究スルニ3:~
村iハ明治三十一年ニ栽棺セリ ラズJという状況であった。販路は「京j兵及東北
第]表は，沼津市明治史料館所蔵の相磯家(J二
条)文書「有合売渡El3f.lJ広中1'1.木文之寄り等をもと
に近世後期から明治前期にかけてのmi詰樹木の
売買をまとめたものである O 相磯家は，木負地|玄
の地元有力者であり，当主の喜市氏はi明治後期か
ら大正W]には!日VTi?in村村会議員等の公務や，柑宿
生産にも従事していた;n)。第 1表より，資料 i二最
も古い年次として，弘イヒ元年 (844)に小海村ー (現
沼津市小海地区)の住民へ. I蜜村uすなわち小蜜
柑の大木や小木を売却している O また，安政6年
(1859)や明治5年 (872)には，小蜜村Iだけでな
く「九年房」すなわち久年母の売却もみられる O 生
産のあり方に注 I~l すると，弘イヒ元年には l 畝25歩
の 1:1コ):1lIに小蜜 ~tl の大木が 4 本みられ，明治元年
(1868)には 7lI玖9歩の下):1に小蜜キIj.が30本みられ
ることから. 13~ 14歩に 1本，大木では 7畝に l
本の割合で植えられていたと推察される O
次に. I静岡県出ブ5.~'lli TJi ifl1村守Ij.病問責Jによれ
ば. 明治3811三当時の主な品種は「紀ナH.社員ナト1. ワ
地方又ハ近方!lIT村jであり 「多ク仲異人ニ売却
シ又栽培者直接ニ市場ニ販売セリJという状況で
あった。つまり，明治中期の1:1Til irl1i寸では，村一I橘
閣の営利目的での生産が展開し密槌の増加やI¥J
fl':の減少等の生産技術の変化がみられた。
第 21~は，相磯家(上条)文書: I蜜柑):1lJ改メ図
面Jをもとに.明治31年 (898)の柑橘閣のi盟国
を示したものである o I羽田が入った封筒には，
「棋林1:Z1TtIT J と記されていることから， オ木ζ2手負三当{υj地也!区玄
の小字 「什1横ず賞剣{は4林宇J(に1こ羽杵相:j1J磯F綾長家が所右有m していた村相i
;刊柿lt首1百iルし、たものとみられる O 図面には，村一|橘i室!の植付
状況を示した|玄i隠と，小作人の割当を示した図面
の2枚がある O 本稿では，植付状況を示したもの
を中心に検討する O J品lこ
持j点主で、 「ブ大ミ蜜柑柑.Jカがfな31口7本みられ， 小蜜柑7本や
久年母2本もみられた。大蜜柑については，詳し
くは後述するが. iJ~U+J蜜柑であると推察される。
植付方法について. I大蜜中Ij-Jは):1 1 枚当り 14~
18本が槌えられていたが，小笠、中11 や久年母は 2~
3本であった。 I羽田には，よI地や桑よ1lIを1:lj橘閣に
第i表 木負村・兵右IfSIヨ"Jより柑橘樹木の売却
年月 内容 ょ三? j也日 |古川l~ (1汀反畝歩) 民主
弘イヒ 1844 12 2五十IJ大木 小木計.9本平戸IJlHllI枚 l千吋1I 0.0.0.15 ノトi'!iJ:i、:J 七兵衛
担、化 1844 12 2在、1il大木4本 あちね 1::J):11l O. O. 1. 25 小海村 戸ヒ兵1t;j・
安政 6 1859 1 蜜1'11.9本，九年間 l本ヱ12:)三i):I!1江l牧 中JlIl 0.0.0.15 木魚村 三|三右衛1]
rVJ it 1868 12 室、+11"30本 :;YI=! 下):IH 0.0.7.09 木fc!i:l /，主 ~=î i!ijI勺
iり日台 5 1872 12 箆Htl1本，九年房 1本 王子戸JllLlI枚 1=吋I 0.0.0.15 オミ負i:J 三j三1:itirll']
け1'!li幾家(トー 条)文告「有合完iJ支IPJ:1l蜜十i木証文之司王」等をもとに作成)
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@ jぐま;十iI (1りlf:i28 '1'以前H!'({τj) O 大)1'{tl (1リli合:31q'.納付) 臨I:')1I1J也 亡コ IIIH、。大後十Il (1りlfi29 'FHiif寸) A 小笠~m o 七と桑畑1I 踏議議緩 11;師、l'
@ 大2支持 (明治:30'1ニ1i!'(H) 塑 h'l三j司 密室遣 もと IJli~、 長IJ也のJftW
第2図 明治中期jの+u十諸国
( 1・E!磯家(上条)文書:r蜜村HIll改メ図而jをもとに{乍成)
uJ山林の筆界や小作人は省1告した。
改めたものや，林地を開墾した村|橋間もみられ
た。
また. r蜜 1iJ~:1J 1改メ図面」には. 8人の小作人が
示されていた。 r静岡県田方郡部iriJ村柑協調査」
によれば. I 日 T~îìfli村の柑橘生産は「大抵所有者ニ
於テ培養」で小作料の設定はなかった。ただし，
近年には r1~:iJ 墾費ヲ小作人ノ支弁上「苗ヲ j也主ニ
於テ槌付」で I~FJI認し. r植後五年迄ノ間作其他ノ
収穫ノ¥小作人ノ所得Jとし. r六年 I~I ヨリ果実ヲ
地主六分小作1m分ノ割合jという基準を設けた者
が存在することが紹介されている O このことか
ら.l:IJ橘生産における小作人の使用は明治30年代
に存在したが. I日TL9if i寸の多くの村j-1高生産者にみ
られる様式ではなかったと推察される O つまり，
明治31年当時の柑橘生産は，従来の重で、ある小
蜜柑や久年同:に代わり，品ナトi蜜l:iとみられる「大
室、l:IJ をヰI心に生産され， 1:1l地や桑):11lのi転換と山
林の開墾により柑橘閣が拡大した。
3 )明治中期における柑嬬生産の将来認識
「静岡県EI方君I¥TLt:ii!J村-iJi語調査:Jには. r将来ノ
見込」として，以下のように記されている。
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j昆1'1-1ハ在来種中最モ農産ニシテ販路モ又大ニ拡 ~'13磯作次郎氏は，
張セリ然レドモ将来ニ於テハ貯蔵ニ堪ユル「ワシ
ントンネーブル柁」及ピ海外ニテ賞月3セラレッ、
アル晩種ノ栽培ニハ殊ニ注iヨヲ要スベキナリ
つまり，明治中期には温ナトi蜜柑を l:jコ心に生産の拡
大がみられたが，海外を含む販路拡張への関心が
高まり，ネーブルオレンジをはじめ貯蔵性の高い
晩村iを有望と認識していた。
第 3[:ZJは， ï布:瀬伊右衛門家所蔵「静岡県伊豆 I~
EI方郡西浦村柑橘特産地案内I:zJJである。この資
料は，海j頼伊お衛門家だけでなく，文而に記され
た相磯作次郎家にも同じものが所蔵されている24)。
地i玄の村j橘仲買人であり，
IEl西浦村の仲買人でも中心人物であった25)。ま
た，相磯作次郎氏は東京興j菜園の開墾も詰負って
いた。相~農作次部家所蔵「東京輿農!盟乱îinr I蛮芸試
験場会計簿jには，明治37年(1904)から明治38
年にかけて， t-HlJ也やクリ図等の開裂やシイタケ生
産等の農作業に従事する人夫の手配と，肥料や種
誌の仕入等の収支が記されている O また， I日産」
として， I海瀬氏Jと日'13磯jという 2人が記され
ている o I日産」の内容や人物の詳細は不明であ
るが， I EI は資料の内容から人夫の手配等の
仕事， I ~'13磯J は敬語表現がないことから相磯作
次郎氏， r海瀬氏jとは海i頼。1右衛門氏を示す可
!~ゲr
? ?
? ? ? ? ? ? 、 ?
第312<1明治仁l:'~後期における旧西浦村の柑橘|習の案内図
(i海市ifJl右衛門家所蔵)
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能性が推察される O この点を踏まえ 海瀬伊右衛
門氏と相磯作次郎氏は‘共同して東京興農!習のj足
場の運営にも従事していた可能性が指摘で、きるっ
さらに，海瀬伊右衛門家には，明治38{j三l月2El 
に渡瀬寅次郎氏を介して作成された、 j奨学者の1
1J芳男氏の揮乏による「香柑翻」という扇績がみ
られる O ブー]， 1':1波作次郎家には， I~~治38年 1 )=j 
21ヨに波瀬寅次郎氏を介して作成された， 131]芳
男氏の乏による「芳果|室IJとし 1う扇額もみられ
る26)。つまり， IEHJï浦村では，海~iWr伊右衛門氏と
キ I~機作次郎氏が中心となり 渡瀬寅次郎氏といっ
た東京の農業技術の先党者とも交流し iiH話をは
じめ新たな商品や技術の導入に重姿な役割をよ長た
したとみられる O
rì!i~í 同県伊豆国 EEl方?刊行部員j村iiJ橘特産地案内図」
の作成年次について 文部には「大仁停車場ヨリ
二盟半ニシテ木負ニ至ル人力車ノ使アリ」と記さ
れている O 明治32年 (1899)には芝l'IJ;j(道(現
伊豆箱根鉄道)が三島!択(現JH，御殿場線下土利:
閉じから大仁!択まで!?百通したD この点を踏まえ。
明治32年以降に作成されたものとみられる O
この資料の規格は，約25cmx約2&mあり， 1:I1'i詰
の!'J:，itfHJラベルより大きし'0タイトルには「案内
と記され，商標のみを示す出荷月3ラベルとは呉
なる。これらの点を踏まえ，この資料は関係者へ配
布されたチラシと推察される。また文面の冒頭に
は「本村1寺産ノ fワシントンネーブル』柑ハ静岡県
第一等二位スル上Ij~lJ.末尾には「老樹今!?4感ニ繁
茂シ iJ~U+1蜜柑紀州蜜柑久年母ノ女1]キハ最モ上品ヲ産
出スJと記されているD 文部の上部には， rTHE 
ORANGE GARDEN AT KISHO， NISHIURA日
MURA， TAGATA-GORI， IDZU， SHIDZUOI心ι
KEN.Jという英文表記もみられる O つまり，この
資料は，明治 1:1]~m から後期に.販路拡張を目指
し各地に配布するため作成されたと抗察され
る。また，文酷から， ri!手両県i王!万郡部ifl村'1ij橘
説査jの「将来ノ見込jとi司じく，海外を含む販
路拡張への関心の高まりと ネーブルオレンジの
生産を重視していた様子がうかがえる O
4 )明治後期以降における柑橘生産の推移
第41まiは ri静岡L1統計許」と「産業統計千幻を
もとにりidi33ij三(900)から大正14:q三(1925)に
おける，日]Jfl11~及びIFIT~lj;íIì村の村H両生産の~.(t移を
示したものである口 1ブJ't;l~ の itl 橘生産に注目する
と，明治33年Jこは38，001;t，明治3711-:，(904) (こは
227 ， 800貰であったが，大JE1がI~ には1.662， 814J!t 
へ増加している。 1こIjJEi;m村に注1するとの
年次に「産業統計綴Jとの数値の相違がみられる
が，明治43年 (910)には214，600誌で、あり，大，f
141F，には767，196員へ増加した口し吋ごれの1三次にお
いても， I丑ブ5't;l~の柑橘生産iitのうち IEIP l.f iílì村の， 'i
める割合は 5i!fIJ})、上を占めており， 1二次によって
はI:EIブJ1;1¥の生産公のほぼ全てを占めていた。
第2表は， r産業統;計i討
9 )月3における， IEIPliiH村にある 9つの地jズ)JIjの+11
橘作付1m掠を示したものである。第2去より 久
連地法の生産;itが沿も多く~:売し 1 て本OJ世|ょや jill­
宇地河内j也氏となっていた口また.出:3~b: 
は，rÆ'i~~統 íi十綴J より，大正lO1ド (]92 1)の 1IIIJLî
;m村におけーる， 1111 種別の村|桶 !I ，~ j~i':: hi: を示したもの
である。第 3表より， iJiH十i虫、1廿のI+i)(::]r[がjtitも多
く，続いてネーブルオレンジや小街中1'， +¥f，正
格，十ilitl'，三ヨリ1'，久1f，H):，レモンとなっていた口
なお，金柑や文旦も記されていたが，樹数がそれ
ぞれ 4本や 3本と少なく，生産量は]賞未満で
あった。つまり I~:Ji台後期jから大正j引にかけて，
IEi2.9 in村では河内地区や木負地定，久連j生涯を中
心に急速に相橘生産が拡大した。 121種としては，
温州蜜柑の比重が大きく その他のlihil税として将
来有望と認識されていたネーブルオレンジの生産
量の増加がみられた O
m 毎瀬伊右衛門家による柑橘品種の導入
1)海瀬伊右衛門家の概要
かみんじよう なかや
海 j頼伊右 fI!¥y門家は， r J二城 jとr1jlJ主J.
「走友」という河内地区の主なけーヤブンJ2i!のう
ち， r上城」にあたる O また，河内地区には「下の
;百」といわれる守子聖神社と， r仁の宮」といわれ
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第 41:21 旧区iiô~村における柑橘生産の推移
糊目m 
閥的σH r→ 》 院σHザm ヨ
民3。戸0吋週
糊り。【Fベ 糊ト。【{ 問∞ 。戸[ 問。目【 告割。問~ 民CC【H 病Q 3 問ひNO H3 闘の目。丙 間。てι示退 酬目。のr→ ~三
([ljim村役場文書「産業統計綴J(各年次)守 f静岡県統計議:.1 (各年次)をもとに作成)
注 1)数値は資料通りである O
注2)空欄はデータ欠を示す。
第2表 1 1:1 西 iflì村の地区 ~IHlj禍生産最一大正 6
地IK
久述
木負
i 一士，ーï~::
j可!大j
立保
u:梨
久*'1
jl保
エIZ{J~
年(1917)一
il，tHI 
300.000 
250.000 
200.000 
180.000 
150.000 
100.000 
80.000 
60.000 
16.000 
ネーブル -主4量乙目1'"民，7. 計(貰)
60.000 1.000 361. 000 
70.000 6.000 326.000 
30.000 1.000 231. 000 
40.000 3.000 223.000 
25.000 800 175.800 
10.000 300 110.300 
8. 000 20 88.020 
3.000 20 63.020 
6.000 200 22. 200 
(TLEiIlli村役場文書「産業統計綴」
(大IE6ijミ(1917))をもとに作成)
るiu=1l11品川1¥咋1:の 2つの神社があるが，子聖ネ¥1社を
rJ二城J.id=IJi昨日1社を r11J屋」が管理liしている O さら
に iiTI大j地区のせt;出;のほとんどはj可内3虫12Iにある
禅長寺の檀家であるが，禅長寺の寺総代は代々
rJ二城」と r1jJ犀U. 茂Jの3戸が務めている O
近代Wiのi1ij:ì~m 1~1 右衛門家では，多くの農地や山
第 3表 IEILyiflr村の品種別柑橘生産量 大正10
年(1921)一
品種 I )生産量(貫)I 本数(本)
副 1' I 51. 849. 000 I 9. 912 
ネーブル 6.499.500I 979 
小蜜持|
J澄
]主え7ー1幸:;z子a 
キ1]香
三宝村i
久イ'1:1手
レモン
金~il
文旦
3. 196. 750 90 
358.000 36 
49.500 1 
20. 000 
15.000 。
14.400 8 
3.000 2 
0.000 I 4 
O 000 I 3 
(西浦村役場文書「産業統計綴j
(大正10年(1921))をもとに作成)
林を所有していた。現在は兼業農家であか柑橘
生産にも従事し「宮本早生」ゃ r1= 早生J.r徳
「由良平生」といった極早生ilfi.'HIや.r興
や「宮)11早生J といった平生il~U十1. r片山
i1~U十IJ や「大沼ìlftU+I J. r青島i1ftU+IJ. r寿太郎ìlft~HIJ
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といったimt'HI蜜村|をJ:[I心に.ネーブルオレンジと
金村tJ rデコポンJも少量生産している O
第4去は. i1j:瀧!1:JJ右iIltrIJ家所蔵の家系121をもと
に旬刊現伊右衛門氏の主な経歴を示したものであ
るo i有~ì~m伊右衛!勺家は，代々「伊右íff;!1] Jを継承
している。海溝i伊右衛門氏 YJ)名勇太gml乏は.初
代と 3代のi当日li村f覧会長を務め，各地のitl橘i認を
視察し HI橘生産の先覚者として霊安な役割を果
たした。また，勇太郎氏は.111方1m会議員や. IJ 
方1m名誉職参事会員にも従事した。一方，勇太郎
氏の父の八氏も，河内村戸長や古宇村外八ヶ
村連合戸長役場の戸長を務め 養蚕業の奨励や産
馬会社の創設をはじめさまざまな産業振興にも従
した。本稿でm~ìる海瀬伊右衛 IIEJ氏とは yJ:記
のないi決り. 1t1橘生産の先党者で、あった(ti]:ì~ífi勇太
郎氏を示すこととする O
第 4表 海:前i伊右衛門氏の経歴
年次 | 事項
7じ治 1 118641八十吉氏の長男として削
iり:治 13 1880 父八十古氏。河内村戸長と学務委員をすjL任
iり1治 14 1881 父八卜吉氏. Il有林をIHJ挫し桑Wiを1i立付け，養蚕業を奨励
父八一|一吉氏。河内牧場産民会社をfiiJ
IV'J治 14 1881 i改良商務省 1;-k?J:;f:重 NJj より{!f(.I.!~を l構
入し繁殖
IJif:i 17 1884 父八ト吉氏， 出千司、;J外八ケ村組合jコ長に就任
lijJi台 22 1889 1n)~田方郡Jlli合町村会議員に当選
!ijj{台 29 1896 第一四四il'ii、打
IJ it 34 11901 1父八十吉氏死去，家的1I続
i則合 36 1903 第三IDJILt:i iH村農会長に就任
lijJ治 41 1908 大|攻兵Jijf 和歌山奈良・静岡一Ifl71l県の十1"橘視察を嘱託
lりJif: 41 1908 i国il村民会より村j橘生産の功績につ
き表彰
iりj治 42 一19…c引!大日本法会総裁の貞愛読王より民事
改良の奨励及び、実行につき表彰
!りhf:i 44 1911 EI方部会議員に当選
大正 2 1913 IJブ:HMj名誉職参事会員に就任
プミ1二 6 1917 朝鮮半島の実業調査を嘱託
1日和 3 1928 東京大学病院にて死去
I国iH十j第一間2針'11祭が創立され，当
1日午I1 29 1954 I!~J'の村長より ltl 橘生産の功績につき
追{賞
( (4if:i~iíi1~I.iヨ待tJI3! j 家所蔵の家系 121 をもとに作成)
2 )人物の交流
第 5表と第 6表は. ?lIJ ì~ííi f)l-li待[J:lIJ家所1迩什:JI橘
雑記録j をもとに.海 ì~1i1'}1正一げ'J¥)-門家への来訪者
と，海ì~jn伊右衛門氏のぞu出先をまとめたものであ
るo riiHi電~~ff:記 q1d は • if1)~ i朝刊i右(t，tj1I) 1乏が{ノ1')，えし
た. +11橘生産にi喝わるさまざまな半]去を;記した 1]
1志である。この資料は，明治331j~ (1900)から明
治441j三 (911) まで作成されているが.一部の年
月EIに1ft不ItJjな筒i苛がみられることから.，lL'1なを
もとに己した内符も合まれると推察される口な
お. rHI橋雑記録」は. mit!IJ・-¥1".1段ilJI:xJ;H:目立より.
沼津市小海地区に)言:-íJ していた ~EI\-I-_ 史研究者の関
野新吾氏の翻実IJによる復刻版がlJjrrされてい
るお)。本杭では • iu-: ì~jn 刊 I. .f ~it，ti I'IJ 家所Ií誌の Hl(~I!- と，
復刻版をmi.合しながら検討した。
(tif: ì~!ti fJl-"1~~j 1f，V 1" J家への来訪者について. +11"1品川:.j)王
者や技手 'I;¥'吏をはじめ守 さまざまな住民が村|橘
In!の視察に訪れている。米rW{'i-のhr;-fU世にallす
ると. IJブ'.i1:¥だけでなく段1+U:I¥やlむJ!;(1:¥. 持JiYiJ
l'Ii. 安1-1"，:1:1¥に力1え，京J;(J{l亦JiI!や神奈川り!し -:ili
1m. 立制 I~-1:1. 愛知県:1-' H，~ i:I\. 布 l 歌1.1 1 リ I~- JJI)f~ {:I¥を
はじめ県外各地もみられた。とくに. 11 J1:J¥技会
や EEI ブHHí j二 JJ巴村(J丸伊豆r1 i::LJJ巴地 I~J 民会， 十1だ
川県三;iI{mJ1ミ会的)の関係:f;-をはじめ. 1}f{:ILJ、京
からの民会の視察もみられた。来訪者の中には.
わが国で最初にネーブルオレンジを導入した和歌
山県那賀郡の堀内謙一氏や，外来磁の導入に大き
な役割を果たしたj支部務省j長率試!投Jf3;i支nwのEIJi寸
手IJ毅氏をはじめ，外来磁の導入に主要な役割を来
たした先覚者や技師が含まれていた。
海j頼伊右衛門氏の往訪先について. +ll"i需に!立jす
る講習会への参加や日許会へのUjji~~ をはじめ，
柑橘生産の振興に関わるさまざまな活動がみられ
た。とくに，明治35年(1902)12月15日から22E:! 
にかけて. J1IÊm~1:1ゆIlìilll l!Tで、行われた庵原郡中11 備業
組合主催の相補講習会へ参加し!奄m:1fljの相橘先
覚者の l人で、ある沢il}精一氏の1i橘i主!にて+1刊誌の
高接技中I}[を見学した。 1明治36年(1903) 1 月7EI 
には，河内地区にて • yfD-: ì~1i伊右衛門氏が I~l ら 1tl 橘
に関する講話を行った。 1月15日には. i'J 1 ;I~j 地区
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第5表 rij:沼i伊右衛門家の柑嬬!認への来訪者
ifJJ [1 来訪一%ー mfl一地 以i'i !'Irドj j，i;号
lijJi'i 31 1898 6 125 桑iJ;(惣作 立i'，!iI;ll誌IH7f都 川万 iÌ~m会巡 11M士郎] HttJ%1話lのf見若手
IljJi:i 33 19∞ iJiHiiJ虫兵衛 静|記，]V，.U日プ';-lif，iHt-Ji'JI)、j j也jI:uJJJi-. J~Æ 家 HtlUrMi訟の;児被 f偏も勾丈I兄に十!~誠5治5ちを受!t. i~l 的身pをlf彩imj也IZHiUUIJを1m務し
i砂jJi治1 1900 101 7 十1J綴IUJi:i 静!品fリ;WlブJ1部i引IilH水f司 j色:ieイ1力者一 村tf誕生産者 jiti話i測の悦祭
明治 34 1901 7 118 小沢松次郎 fi争|吋リ兵IllJil部iTlilj付 村I掃除!の視祭
明治 31j 1901 121 7 篠原党)f( 滋!yqUmUill日Ifl<l'村千ltliJ，終十業1若研手段究l域r，.経 :ltJr.-:'ょ1m新1I n 'ii J~ll~U f:'):'; 的偏|草!の視察
fijli台 351902 12125 田村又;5 静岡県変茂郡務取村 地元有力者，柑橘生産者 mt員i潟の悦祭 本負j也医: !:4i{jま磯で!話計!若治干F家へ l;(1. 121i26 
IYJdi 36 1903 218 堀内謙一 和歌山県那賀郡安楽川村 柑橘ジ生先産党者者， ネーブルオレン
の十iiijii村4磯:\t~作平本1)次?克を郎i受t氏に取と村!I?と橘にも外行に来来く新訪際品に有R本メム負j也氏 11磯|弘j治家にてI!
セントルイス日澗i等H覧交1会へI.U仏1事iに
fYj託 361903 3 1 ;3 井上整作 静岡県安倍君s 静岡県基金業試験場技手 1';) !tた 1[J!j の村i全i偽j出 の 本民地lヌにて1M会日1l4fiJjと産Ktiの 本 liiこ
て ムユτ
明治 361903 4 1 1 田村利綬 静岡県庵原郡 燦言語務省l塑芸試験場技師 Ili1!jil村のHt偏向扱 4 IJ2 1まで滞在
iりj治 361903 1 1 2 他大崎円吉，人3~4 愛知県中怠都国分村 ;妾H~ß市 I:Jjltjili村のiJjt両.1i:m
IYJ治 361903 5 117 )(i}~ J!:l功 もと;:1):泌{}t;{:j衛門家形公人 れtf話i語!の続五千
iりldi36 1903 6 125 宇田利一 和歌山県那賀郡白中村 柑儲ジ生生産産者者， ネーフルオレン 村;福l耳!の悦祭 il磯{乍次f!ll氏が後一1):
明治活 1903 8斗I!;( f浄!苅リバiIml日 III :JjlmJi~会 j淀ヰl lf，{，'"守 m信~1百lの?え祭 7FJに被大rl1ゃ7.k1tCのため 附{話i軍lに答
iりJdi36 1903 101 4 J山1，¥梨IIF悦iI.雄jr f静I下!|潟均リ県:4R1草1原Ji郡Il日 l日TI本万柑都橘民会会副事務会員長 IHj出品Ht-'jの付tiれl:!.H悶査 9 月前 f主より生ík .'.Í~が'ís'l
IYJdi 36 190:3 10 110 鈴山田木寺仁奪三二 I~I; 静庁IP!湾県静岡}j市[1I;JりAHlJjJ:s 静1岡}j県lr，知長率。 本れおj也J!ま互にてネーブルオレンジの を mf，~
iり!日 ;361903 J() 115 岡田忠男 静岡県安倍郡 静岡県長聖書室試験場設手 IIllitjì.計十j の紛偏符.'.Í~;1J!，j 1t
iりl'台 ;)619m 1012.1 相磯良E力 rr~ 11;1)， ~ I}j(弘前i!i村木魚 1'tH誕生~C{í' 1i偽号:.1(-'¥♀受精hl:について+1(，:1
iりJdi36 1903 11122 鈴木仁二f!I¥ 内]fl打!;JU，IILブYlm Il!JilIsJそ *'11~{ /ff1 トとへをの十 尚南よ納をえ介わせるこ ( 
IYJifi ;36 19m 11122 l人Jii#J¥: 外 1:(， 静|品l リ;~IH :JjmほiillljJ m橘|事!の視祭 jリ78j)1務iがぜ案夫1)、正({F正iifri["1J¥:K
IYJi'i 36 1903 1I1 :30 片岡毅一 神原町奈川爆足柄下郡小田 柑橘生産者 lil+誕生産絞術について情報交換
IYJ治 ;)6 1903 121 2 rj リ 11~1命 移lfi記-jq1川Jfil1UEllJ村奈 djt父淑八の十妹j】のJ¥:的l(i{1先r1í~iil"1 村tl話i世!のm苦手'1 JlliJf，iJ/i 
IYJdi 37 1904 1 1 2 堀内線一 和歌山県那賀郡安楽il村 4党甘者橘生産者， ネーフル先 it偽について情報交換
IYJifi 37 1904 7 113 ;度滅寅次郎 東京府赤坂rz:溜池 差是学士， 東京輿控室関経営 1ill前[~í1の視察 明郎にへJ試氏符治型験と例に設海年従問瀬(事伊をlCJO問右1)閣衛門久制1.i:連限が地作開区銀次
狩鉄工ヒ野弥辰西男， 恩田 燦静産量商岡県務差省是会箆鐙長芸芸試試験験場場技技B師il，
e賀凶経茂郡と IJ方東京氏?協の1tl間循前試聞の2農説i 
lijJ治 381905 -) 1').1 外 ゥ谷可 諸事関県庵原郡 のと{たjt右め。衛門 然の災初 l重:!を~ 
1名
IVJ治 391906 111 4 李家i後介 語手間県静岡市 静間県知事 il5泌iをlif小見祭学校[H1 Jt)jj~ の際に 1il+詰
iりJifi39 190G 11111 出京J¥:.];';11氏 i持liJVi'，HI:Jjllj.I.!J巴村 I.JJ巴村長 1:!Jl'.:iJl立会長 IEliLtjili村の村H話罰M1E
IVJが 391906 1 124 岡田宏、男 高事!湾県安倍君[1 静岡県草壁家試験場技手 村H話病~;:.'.Í(に II，\)-j- る議 ai~'
I!りJdi39 1906 121 2 仁外jきt紙j名i lWlti1I余Ufqιitけ人J¥:.不外 j'(f'1均Ui(.fU}Jil1j 1次JI十郎j交J子l土!日教r，i¥立:ni¥佼1F0士科外山Il学従校i校hl文長i ji!l ? IFljLtjiilì村の付il両 I~tl の視察
j主体i'i教
IVJdi 4() 1907 
一J川iに川川10引沼員余海瀬1泌古1名川津湖淵怯作瀬51室商泊泌汰凶名泊海l営業郎行hlL瀬i厳学生術格仲恥F校徒海f2子繊1附湖挽海付flj; 東京府 陸軍中将 li付面 [~Uの杉I.%~ IJi!:liWil在:l:}j)ミ
明治 101907 員fj事pi湾県駿東)j郡 沼皮津革ミ商l業1["学iIi村校村総長員 生徒 lili前倒!の祝祭 l君I.i盤会|品!り;UJI)jm;li~iiiì 十 J
lijJ 治 401907 11115 鈴若林木芳良之一， 神奈川県三浦郡 三三浦浦郡郡農長，業技手 til橘l蛍IO)tl祭 古1'1品'JU:~JI1:会の紹介
lりJm10 1907 11125 井上警{乍 静岡県安倍郡 静岡県燦薬試験場技手
村i話Irj'l伎についての'講枚!話 パ
レンシアレートの尖 写:.1~t の
抗~t)*;
(i1iT頼fJl右衛門家所蔵「村I.t需主iu記録jをもとに作!主)
dJ 1I17tmjJゴ、外からの来I訪日ーはゴチックで示した。
- 44-
第 6表ガlj:NiifjJ右衛IlIj氏のti-:Mj先
{f}J I! itIT}jjt 1的
静岡県庵原郡興津町，
庵原郡柑橘業組合主 19 1:1に ~N好 *il!.'l¥:の村i橘|穏にて向絡をtW.1察
明治 35 1902 12115 
宗徳院
催の柑橘講習会ヘ参 iリJifi361j: (1903) 1 }J1引いこiJ]i)、Jj也以や本民地
加， 22日まで開催 1>< の iU(r!J身で ~':j:jを
IUJifi 36 1903 1 1 7 
rHrl記JVi~ 11}j I日荷台Ii村
れIfl需の講;it 木魚地1，.<ーの相機 誌氏 、 1;'iJ~Jili1ベのIljI:hl¥:と
内I)'J. 汚'lJ~i'頼f色次nl; 大小:')-1川 J~Iりたが参加!
iりJi台 36 1903 6 12b 静岡リ;]"IJI方'Ill;lllrjJHJ;2柴:に|勾する炎話 農業研究Ii..1ヒ起:il.i日新川村にて'岳民|立l杭'tq・やi1記，保J)j(従軍
i~1í-IfI;Jリ;1，Hl J'ln;同im村 11)山n村阿部にあるIYJifi 36 1903 6 131 1i!橘 I~(I のIlfJ戦 j也の十日JE I~~ 立 I~~J也 1 2<
主さ
jlrf!司リ，]，1 }j m; i~4 im H 1 iJ!.jiH十jの1'11橘i京!の
明治 36 1903 9 130 JE I~~ 山宇立I~~ . "1;:
'，'};J;についての例祭iJ¥ 久述 iJI7、Jj也氏
ì'Ìi~ I刈り;1，1ブiimlmiill村 的(11両県七nl¥1'IIi需品計ι 本民 j也|弐の +I j{i~引'1'<欠 J~lil\: ベペ!日目全半1I八 HliJ\:. 村iiりJifi 37 1904 1 1 4 
水口村!磯l'{lJ)J 会に出品する1桶の 1，幾uUJJ¥:.十1磯山Jifil¥:.J.:JiI.}' ，I{l¥:が怒!JI
荷造
1 Jiil;民会副会長l!ftl日i‘f:iil¥:. 十1機関治j¥:と
lijJdi 37 1901 10122 j'i1í- I~;J Ujl， IJ!プilili熱;削IJ 11''}J'市村Itl百;たN ともにl，iJJ~ ， l!lldlなく 2
/11(こ'lJ}~t. IJ~' il Hよ
りネーブjレ2101. iliナ1'1311;1.小車、1112fi，'1を1'1¥
il1 1 i 1 
川プflli長鈴木仁-，j'!j¥ 
j'ifrj;Y;Jリ，tIT jj ili. Ill; PLJ j¥:の{主命で :{f，1己本 [~lj也iベーの十If終WJ}Jl¥:やHIf凝|見Jdil¥:. +li終れiりJit守 39 190b 1 21 ;~~~Jミ JJI!.)~lí氏 殿下へIJ.jim村j)(の+11次nlilたが丘会ぃt，!J，i主fl需iH市をllIiJ毛より iY仏
iすることを{衣4ifi
iりJi台 10 1907 5 113 東京府金吉)1宜営 4月 38に来訪の ji主市Ijl将ネL1) 
全面園芸大会に，郡
lりJi合 40 1907 p 13 静岡県静両市 委員として， )1口秋
作氏とともに出張
全国柑橘開業者大会 ;1]'1)、Jj也iベのj停滞i付1、If，J¥:. イ、 nll!J. 1 ベ ω+llfi~l'(JJJJ
iりj治 44 1911 101 7 静向県静同市
に，田方郡代表者と J¥:. mf制民Jdil¥:.+11健作次J'!liJ¥:.その外のJt!J.1 ，• .( 
して出席， 8 8まで の山口i栄作J¥:. i)~.ìll i前J.:J'!jil¥:.JII lili，I{J¥:.久
開催 fl~Hlh l'!l íl\:. .tUi-Lイ'_I(ftrl"Jj¥:U)リJ(-と 1，11
(i1iJ:瀬伊ち砕けlFJ家所政 fi'll橘雑記J引をもとに作成)
注) I王!ブ:nn¥以外への往訪はゴチックで示した。
と木負地区において，海ì~ifi#1 右衛門氏が I~l ら
を実施したo 4月 1Elから 2Elには芝商務省i禁
事試験場技師のIli寸利親氏の立会のもと，愛知県
中島 1~1\から椋接nm を招いてお)高接を行った31) 10 
月10Elにも，木負地区にて静岡県知事やElプ長
が見学する仁1:1で，ネーブルオレンジの高按を行っ
ている O このように，海瀬伊右iIjt:13J氏は村!橘講沼
会への参加を通じて，技師等と交流しながら
技術を導入し柑橘|室!の開国や外来種へのitl橘品
種の更新に活用された。
査を行っている o 10月には，日3j=j' 111~ J長会副会長や
静岡県庵原郡に本拠地をもっ1tI'i:古生産者の同業者
団体である日本村i橘会事務員，静岡県民事試l会場
技手心!日Tm;N~i寸にて害虫調査を行っている O つ
まり.人物の交流を通じて，外来棋をはじめ171棋
を導入するだけでなく，害虫駆除といったさまざ
まな技術の調査研究がみられた。
3 )品種の交流
第7表と第8表，第5Izl (j:， r相偶雑記録Jをも
また，明治36年 9月30Elには， の発生に伴 とに，海ì~~( 1~j 右衛 IIIJ 氏が導入または分与したキIj 橘
い.海j頼 1~]右衛門氏はT~;mi寸民会長であったこと
から， IEIT山m村の各地区において害虫に関する調
JIl拾をまとめたものである o '柑1十村刊附:せ廿制1I甘川lけ今'1橘l話ι古札iJlH品j
!目2ヨiすると年瀬伊右衛門家では，嘉氷 3il三 (850)
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に伊豆[JTIで初めて. iliJト[iを相を l本植付けーたと記
されている32)0 rYj {台中J1Jに刊行された柑橘に関す
はま (11;(
る農業雑誌にも，河内地区の小字「浜井場」に海
瀬伊右衛門氏の先祖が延宝 8年(1680)に植付け
た，ノト盤、1ij-の古い大木が現存していたことが報告
されている3)。これらの点を踏まえ，海:瀬伊右ft:I
門家では，近世後期には温州蜜柑や小蜜~:11 等の柑
橘をいくらか所有していたと推察される O
一方，明治中期以降には，ネーブルオレンジや
「トムソンネーブルJ. rサンマーオレンジJ. r紅
肉オレンジJ. rl町村tJ. rノ〈レンシアレートJ. rブ
ラットオレンジJ.rライム上「シトロンJ.rシュ
ガーオレンジJ. rシーリン」といった欧米産や，
「ポンカンJや「ピッタンカンJ.rスイカンJ.r ?!J.T， 
核文旦jといった 1:[:1 の外来種を，各地の技nm
や先党者. Wi木許j等より盛んに導入している o 導:
第7表 海南1す!右衛門氏が導入した1:1橋i1o木
入のあり方について.接木にmv¥る椋木ではな
く，海外からの導入を含めて，多くは苗木を導入
している点は注目できる O 導入相手には，堀内謙
一氏や田村手IJ親氏をはじめ 外来種の導入に重要
な役割を果たした先覚者や技師iもみられた。
とくに，田村和j毅氏は，明治36年l丹に米国ワ
シントン技師農務視察員のフェヤーチャイルド氏
を介して. rノ¥ートスレートjや「ワシントン
ネーブルオレンジJ.rノfー ソンブラウンJ.rホモ
サッサJ.rルーピ-J. rマルチースブラッド」を
している34)。また. I王1i守利毅氏は，明治36年
2月に農政官僚を介して，米自カリフォルニア州
の苗木高より「ジャッファオンレジjやわくレン
シヤレートJ. rマルチースブラッドオレンジJ.
「ワシントンネーブルオレンジJ. rルービーブ
ラッドオレンジJ. rトムソンスインプローブドワ
ij'.]ヲ1 品存f( 導入jじ 保iI考
家;:iiく 3 1850 手 i];UI'l 本 。「右11¥[1"]氏の先々 代.伊豆のi;ld'Hの最初j
lijJifi 31 1898 5 1 7 ワシントンネー ブル 埼玉察北足立郡新田村， 静|潟県IH1i部11:
11村干1)詰1:1:'， ~誌の株 Hif1 1[(氏が
審農園 7ごl~t)i\'
lijhfi35.i'F-(]902) 121'J 19EIの!奄mUi!j1=J橘講習会
での í\1i銭安検踏まえ.農 i苅務省 I~ll 去試験場技
lijJ治 36 1903 415 ネー フjレ 。ilのFEI村利税氏を招き 明治36ir牟 (903) 4 n 
2 EIに木i宅地区， lOEIに;i[1);J:l也12<:でネーブル
を冷]接 i[I)'J地区でmし、るため購入
明治 36 1903 5 110 ;1~ ンカン ヒ、ツタンカン 兵)jli' Vl~JII辺市稲野村 久や[I'liimである久保氏よ 1J!持入スイカン 1!il武兵衛
lijJ治 36 1903 10 24 支JI¥f1f(丈H_21r:+ 2本 i符IfIiJ県IブTii!jPlJil村本 海軍軍人刀 安I存 1-1又が航海1"に購入した負，キm減点目UJ ものを貰い受!tる
|りli合 36 1903 I 23 力If，核文i三大尖1:指，刀i入兵庫県)11辺1m稲好{寸久 橋市i犯である久保氏より購入iluU+I. 政i入変按 {呆武兵WJ
サンマー オレンジ トムソ 高安IJUil， JI!，lzjT試験jJ)j~支f:ilí ， もと農商務省l盟主t試
明治 37 1904 417 ンネーブル，紅肉オレン 高知県田村手Ij親 L5会j劾技ni，lij=J if:i39.i'r (] 906) 2 J~ 1 日に 31間結
ジ，凸柑.4種の穂木 来し試食
トムソンネー フル，バレン 米国カリフォ jレニア州 品川潟県1プTHlj'ILi;m十j-ji:保j也l互の有力者? 真gl子
liji子 37 1904 4 122 シアレー ト，ネー ブjレオレ リバーサイド郡コチエ 仁右衛門氏の弟，仁右衛門氏の紹介で送付を
ンジ.3種の穂* ラ村，天城大ニ郎 {火uri
プラットオレンジ 1年生2和歌山祭那賀郡安楽)1明治37
ir(J 904) 4月21ヨに刷!人j氏が来訪の|祭
lijJifi 37 1904 514 本 村，堀内謙一 ポJ}j~，堀内氏とfJl 右衛 I !l ft\( は WJ if:ì36 1 ìミ (]903)2 J~ 8 [1にも村lii，樹立j治宅にてif会
ライム 2年生 2本，シト口 静岡県田方郡熱海町，ィ、明治 38 1905 ど1124 ン穂木 2*. オ1)ー ブ10年 二iご }j)i. 京 jjt興法 I~II共j係者 u'i木を交換
生誕小2本 松精一
!りJifi 1 1911 ぷ1I 7 改良ネー フル，シュガー オレ 米自カリフォルニア州，ンジ， シー 1)ン 杉山兼三郎
(渇制作i右衛門家所蔵「柑橘雑記%Uをもとに作成)
注 1) IrM1f(の表記はすf~q. :ìill りである。
it 2)欧米産iHi需品極および導入元はゴチックで示した。
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シントンネーブルオレンジJ. rセントミケールj
等の苗木を数本ずつ導入しているお)。海j頼伊右衛
門氏は，明治37年 (904)4月に.町村手Ij親氏より
「トムソンネ-7"ル」やブラッドオレンジとみられ
る「担:肉オレンジ」 ネーブルオレンジとみられる
r 1~lii:j- J を， )!!?j木で、はなく松木で、導入している。こ
れらの点を踏まえ，海iW]I伊右衛門氏は， I村利払[
氏が数本ずつ導入した敢新の外来種について， 1 
年後にはl王!村手IJ親氏より松木を導入した。
また， FE!方若Ijと同じく静l河県では後発の1:¥j橘産
地である静岡県賀茂1ml!:1焔1文村(現東伊豆IHT)へ
のネーブルオレンジの分与や，宮吏や宮家への献
上もみられた。さらに.東京興民間の関係者であ
る静岡県田ブj-1J11熱海1fTの小松精一氏に対し， rラ
第8表 [!州事伊右衛門氏が分与した柑橘Wi木
1f月[:1 品{1ft 分号先 1m考
ネーブル 5年生(本年度結果) ìtfi~ !iu] V1Z. y~ J支11fiIl'v.H ネーブルは販売 それ以外はHN'j-， 1村又i!{iりj治 36 1903 3 114 1本 2年生60本， 1年生60本， 1IITI101ii J.\:の代理人で、ある八代ぬ!~ ~ ~f氏カマ11 磯{ノ1: 次 1~1\J王)1知i蜜村11本 }[Ii村11本 より H持入 IllfìììJIY.十j のネーフソレ II:，~'(，:の ，ifl財布
ネーブル4年生(本年度結果見
全てli':11j" 1十J.X，'i J¥:のiU!J!人である八代十iu:
明治 36 1903 3 114 込) 1本， 2年生500本， 1年生 !?引潟県賀茂il¥fiIJIY.i、j i'~: 1王が1m機作次郎氏より u詩人 1稲J1Y.村の100本。川J:1lI蜜村11本。旭1111 1十iX古 ネーブJl-IJ:.ij';のYj抗日一
本
ネーブル 2年生5本 )11 J:I長村ii'0'I;¥'j U，~1:t j'れ1目前J1Y.H 全てlt':1
1j¥111村又 ，'iJ¥の代)jj[人である八代Hu'
lijJii 36 1903 3 114 1 ;t:， }世村11本 八代梅(1/ ネ，';1ー¥:フがル4l1il幾庄何のご次』出f!来1¥日l¥: J: i) l!j，'人 1陥JIY.村の
川端fiil，米国文旦， 日本ネー i符|記JU，~ 1 )JIl1¥熱げIJl/rIVJ治 38 1905 4 123 ブルJ¥ー ソン，ブラオン ?lf，核 小松1'ill-' 一I:M~ ，京};(興 j長|試i関係日 í'i'I~;，;を交 i終文上!
iTIi-lIij県F1I7il1¥凶ilHl1!f:会にてJ;'，:)¥をした1'イ¥を I J i2，OOO本 I千ーIVJiti 38 1905 11123 ネーブjレ iluU十l l作r門t各初仙州jネ材社j地削也似i上!I陀手 附 !学j詳f王: 500不 l校500本 l十1:10本ずつ分1if(
(海 iWííD1l:îjthlll ] 家所最長「中|刊誌 ~~íUt己録J をもと lこ(乍))見)
dミ1) I日~Hi.の表記は資料 :ìill りである O
u: 2) 欧米産相橘i見
ヲ有 海滋jlJl右衛i"J';q: ⑮ 分与先
@ 清一入元 i尊入経路
φ !~ú木産地 A. : *ilJ者
O lOOkm 
第51:Z!布:瀬伊右衛門家における欧米産相橘lull種の導入・分与と来訪者
(海訓'j1JI右jtiy門家所蔵川11話料日己j京jをもと fこ作成)
注 1) ï~lï木産地は判明したもののみを示した。
注2)来訪者は田方郡以外からの者のみを示した O
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O 1.0OOkl11 
イムjや「シトロンJ， Iオリーブjを導入する代
わりに.I JI端蜜柑Jや「米国文旦J， I日本ネーブ
ルパー ソンJ， Iブラオン上「無核文旦Jを分与す
るといった，品種の交換もみられた。
さらに，明治37年4月には，足保地区の地元有
力者であった真野仁右衛門氏の紹介により，仁右
衛門氏の弟で，カリフォルニア州リバーサイド郡
にて果樹生産に従事していた天城大二郎氏を介し
て. IトムソンネーブルJゃ「パレンシアレー
トJ， Iネーブルオレンジ」の椋木を直接輸入して
いるお)。明治44年4月には，カリフオルニア州在
住の杉山兼三郎氏37)より. I改良ネーブルJや
「シュガーオレンジ上「シーリン」の苗木を直接
輸入している O また，聞き取り調査によれば，海:
瀬伊右衛門氏の長男である海瀬総夫氏も，青年期
にワシントン')+1-1ナクラメントの農場へ10年前後渡
航しており，果樹生産への従事や柑橘iIi木の収集
も自的の 1つであったといわれている O このよう
に，海瀬伊右衛門家で、は，各地の先党者や技。Hiを
通じてさまざまな外来種を導入するだけでなく，
1 EITt1i i甫村出身の移民を介して直接外来種の導入が
みられた。
4 )開題と植付
海j頼伊右衛門家には「年々収穫産物比較Iljミ」と
いう資料が所蔵されている O 本資料は，表紙の記
述から，明治中期から大正iヤ期に作成されたとみ
られる:刻。本資料には 柑橘 i翠の I~月懇や柑橘等の
苗木の植付. HI-橘や柿，林産物の出荷と，相補の
相場や気象等の関連事項が記されており，開墾か
ら出荷の動向を検討する上で、有効で、ある O
第 6121と第 9表は. I年々収穫産物比較1日むと
沼im村役場文書「名寄IljU.I高IjI21Jをもとに.1:!j 
橘障の開図と植イすを示したものである O 第6図か
ら，海ì~1í伊右衛門家の11:1 橘閣の多くは，第 1121 に
示した明治28:1三(1895)における果樹閣に近接す
る区域にみられたo I~FJ 1重!の過程に注目すると，明
治14年 (881)より、「坂仁]jや Iil司畑」とよば
れる区域をはじめ. ):1地の村H両国への転換がみら
れた。 明治23:1三(1890)以|年は.Iアラクjとよば
れる区域をはじめ，林地の頭手上から中j長へ向かつ
て，村:t橘i認として開墾された。 明治40年(1907)
には. Iアラク山は悉皆成功」と記されているこ
とから完了した O 明治4]年(1908)には，河内地
やまのかみど
匿の集落より南方にある小字「山神戸」付近の林
地も，柑橘溺として開墾された。
次に，植付に注目すると，明治14年から明治31
年 (1898)にかけては. il~U十i 蜜柑の槌付がみられ
た。 明治3:i三以i年になると， 不一ブルオレンジを
中心に.Iポンカンjや「ピッタンカンJ， Iスイカ
ンJ，I大実説桂J， I ?lf:核文区上「トムソンネーブ
ル上「パレンシアレート」も少量ずつ植付けられ
た。また. 1:3'+誌の新植を行う際に用いるネ1やカラ
タチの台木や. 1坊J!iR林となるマツも植付けられ
た。しかし，ネーブルオレンジや「トムソンネー
ブル」を除く多くの外来種は. I見込ナキキit1tJ 
や「植付見込ナキjとして 大正 8:ド(1919)前
後にiAtナト|蜜柑に改植された。さらに. I年々収穫
産物比較11Il~J によれば大正14年(1925) に「洞
JI! Jにあった温州蜜朴iの古木を El照条件のよい密
植地へ移植し. 1m天続キシ為メ根付キヨク現在
好成績ヲ示シッ、アリ」と記されている O
ぜんきり
また，第 7図は，ノト字 1)]善切J付近における，
現在の海i~!I~伊右衛門家の柑橘|認を示したものであ
るD 第 7121から，頂上や道路沿いの柑橘閣は維持
されているが，それ以外の場所では放棄された村|
橘罰もみられる O 第 71玄!の左，中腹の「ヤナメJ
とよばれる区域にある小屋付近には， レモンの古
木が l本みられる O また 頂上の fアラク」とよ
ばれる区域にある柑橘!習には 現在は伐採されて
いるが，今日生育していれば80~100i1三生となる
小蜜柑の古い大木がみられたお)。
つまり，海j頼伊右衛門家では，明治前~mから IlJ
~)j にかけて，はじめは畑地を柑橘|詣へ転換し続
いてUJ林を柑橘国へ開墾した。品種について，明
治中期以前には主に]頁上に il~d、 1'1 蜜中Ij- を植付け，明
治l:j:IWJから後期](こはl:j:Jj援にネーブルオレンジやノて
レンシアレートをはじめさまざまな外来種も植付
けた。 しかし，タト来干重については， ネーブルオレ
ンジを除き生産が定着しなかったため.大正 I~ヰ
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久連 j並区
;兵井場
/ 
/ 金山
/" 
第 6121 海j頼伊右衛門家の柑橘l盟
マ
/に
調]1時
¥ 
O 
木負地区
森下
堅塁塁 IJ]J也
):IIJ血
ヒコ 1Iパヰ、
十¥1'雨|京l
海州OI~1イネilllJ 家ω
iJi'1'f J也
働 i也i瓦w
ノト守:界
筆1"~
IJ善切 /Jいにニー"ユJrji 
アラク /J、j也名
沼争 第 7図の撮影方向
100m 
(海瀬伊右衛門家所蔵「年々収穫産物比較IIIJ~J，駅前村役場文書「名寄IIIJU (1明治
20年 (887))‘「副IzlJ(1珂j台20年 (887))をもとに作成)
以降には再びil走行、i蜜柑が描付けられた。
U 柑橘品種と出荷の展開
1)海瀬伊お衛門家の柑橘品種と出荷
第10表は， r年々収穫産物比較 1日むをもとに，
l明治19年(1886)から!明治441:三(1911)にかけて
の頼伊右衛門家における柑橘や柿の出街を示
したものである O まず 品種の表記に注目する
と， I可じ小蜜1:3'を示す品種について， r室、相」と
r*~ 1+I J. r本蜜1i3'Jという異なる表記がみられる O
とくに， r蜜村uは主に明治20年代半ば以前にみ
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第 9表 明治Wiの海瀬伊右衛門家における柑橘閣の開墾とJ直付
地1' Im~iた 1f:Jl El M付1f月H 区域 品や~{ 1i考
JHl lifut 14 18811 4 坂1:-13枚分卜ー の分 ili'tHI 
ilfJ '):IH，その一!との
対I 明治 1418811 4 ';:1， !常切24-1 勝 iltJ+1 
切17-1上の分
対H 明治 191886 4 坂口道端入口の';:1iliHH 仙台木へ接木1 ~女
アラク入口IJ日$Jt
明治 231890 手長 新アラク次の!万j墾 Jj品川、| I JiJ~!~ffi:i8:ちにが{1" 
iJl材 明治 231890 手 l枚
明治 241891 ? アラク';:lII ï菊 Itij の j~， マツ i'!' 防j長[木として前十j手 1令iJHl
1林 明治 251892 219 lYlif:i 30 18971 4 リミアラク分$Jiアラ J14ナl'i官100本ク下 4i女';:1
東アラク分新アラ
1林 i明治 301897 111 3 IljJ治 3118981 3 クより 3枚ICの';:IHilfd'ト|
より下 3枚分
明治 331900 415 浮jアラク tllJ台木，カラタチ台 i1主合Mイ;J'. のちJif&JLオミ。 言1'258本
明記i33 1900 4 116 I釘アラク 1ぐのJIIUニワシントンネ ブル
Li林 iりJm32 1899 10112 より 4 通り I~I 20本
lり打f:i33 19001 4 I十Jアラク ネーブル上高70本，別種5本
明治 3319001 4 }手jアラク上段2枚 JliナH80本 rt:i アラクの柄小J:~じ了
LLi林 IljJ治 341901 12 明治 351902 4 1 6 昨jアラクー i二段より ネーブル下苗40本5 j邑り 1=以下
Ili+ Wl治 3419011 8 lり1治 351902 4 1 9 
*アラク道下岩古 ili，UH u'i ，~ilì ti立合め45
の l二 オ三
14守アラク分H今松!奄
1林 lりJdi35 1902 2 119 Iljifi 36 1903 4 115 上i邑りよりヤナメ ネーブル40本
入j戸l迄IJf.J懇
iりJif:i36 1903 5 111 
オfンカン ピッタン 見込みなく 大!と 811' (] 919) 
TNアラク分j蓋jMj水 カン スイカン 7 n 4 EI i品川に改M完了1 I林 lijJ治 341901 12 ifi!の下 i枚 大'dnMfJ1 本，実!~核 見込みなく 大iE8 1二 (1919)IljJ治 361903 1 23 文旦 i本 7)~ 4 1:=i1Uト/(こ改拙完了
lij 治 371904 3 120 カラタチ台木60本
明治 371904 3 126 カラタチ台木40本
1I林 i列治 361903 121 9 ヤサメ 1I上通り バレンシアレートヵ 見込み
i明治 391906 バレンシア なく，大正 811ゴ (919) 7月4
[lili，U十|に改郁完了
アラクJlli1ljjHlJ通り 接fiJ.(止伊右衛門J¥:I~I 身が北米
1林 |りWi40 190714 IljJ治 4019071 4 のi計1をil司):1へ絞
トムソンネーブル カリフォルニア州 1)パーサイ
くまでの上段とそ バレンシアレート F{mアーリングトン へート
の次の):1 ロ ウィリアムギウリック1¥
より天城大二郎氏を介し綿入
(海ì~iHJl右衛 IIlJ 家所政「年々収穫産物比!1!X 1J辰j をもとに作成)
注 1)区域や品種の表記は資料通りである o
u: 2)空欄は記載がみられないことを示すo
o: 3) 欧米産相'f~i1~1極はゴチ y クで示し t.:. o
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第7図 明治j切に 1~f.J 墾された海南1 1')1 右 iキj:11Fj 家の
柑橘|室l
(工F-成23i:ド (201)11 月 26 1:1. 筆者~î{~J;三)
られるが，それ以降は「小蜜柑」という表記がみ
られ，明治40年代以降は主に「紀州Jや「本蜜iJ
に変化している O 一方，明治23年(1890)から明
治30年(1897)にかけて.r大室、本IUという品種が
みられる O そして，明治31年(1898)以降になる
と. r大室、ltl'Jはみられなくなり. r混HIJゃ r'Tbf
物il~d トIJ という表記がみられる O
これらの点を踏まえると，以下の状j兄が推認ささ
れる O 明治20年代半ばtj、 ~T には主な品種が小笠、社!
と久年母のみであったため，小室、1i:l'を単(こ r;長、
1:I~-Jと表記していた。しかし，明治20年代半ばよ
り溢州蜜柑が普及し始めたため. r蜜村一uの呼称
では小蜜1:1と温州蜜柑の混同が生じた。そこで，
ノト蜜村|に対し • il7u.1+1ミカンとの規格の差から，
「小室、+IJ という表記が定着した。さらに，明治
後期以降は，正式なlJ目i
や明治lUjtj、|年に普及した ?1~L1+1 蜜村|ーに対して本来
の蜜柑であることから|本委~1iJJ という表記がみ
られるようになった。
明治20年代半ばより. il~tJI 、 i 室、中li の生産が
みられた。ただし小蜜村|に対して温ナH蜜中1:の規
格が大きいことから，はじめは「大蜜柑」と
された。 明治30年代以降は. ilfrU+1 i在、村lに対して正
式な i弘 したため.r-大蜜柑j ではなく
r ?l~iJ ナHJ と表記されるようになった。また，明治
33il三(1900)から明治35年(1902)等の一部の年
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次には「青物 il~t1+1Jという表i己もみられる。
物j討乱副t、十川l卜
がみられなし、¥0 つまり.r青物AiリI'Jは現在切
みかんJ 等の 11乎称で流通している半生iI~t1、 1'1 や極平
生 n~t1十|を示すものではなく，小蜜柑に対して il~t 'l十|
蜜1t1が早熟であることから生じた表記であり P
rilWd+IJと閉じ品種を示すと祁:察される。
品種目Ijの出荷量の推移に注 1=するとサ打台2211三
(1889 )以前には，小革、杵!と久年EfJ:のみrH荷がみ
られた。 l明治23il三tj、|年になると. r大蜜itl'Jすな
わち温州室、柑の出荷が始まった。 rilnt')十IJ表記の
初めて登場するi明治31{1三(こ注目すると.小蜜HI'65
依.3本，久年司:120依.1本に対しji;ナIfd三村Iは
182， 5俵であった。 I明治30年代半ば以降では，久
年iヨ:はIり'J?fi35il三の33伎をi最後に己戟がなくなり，
ノト蜜村!はl明治44年まで少上ながら継続してIUiHが
みられたが.jj詰州蜜HIの比mが大きかった。 iりJdi
41il三(1908)tj、|咋になると，ネーブルオレンジも
笠場したが守主j-i立の一衣li己は「依」ではなく rWilJ
となっており. iL¥ i¥li :1;.~: は少なかった。なお，キ11 橘
だけでなく. r千徳十i¥iJをはじめ柿のrHi¥lj'もみら
れた。ただし. r年々産物 JI又楼比較 IIJJ~J の「十í1ï ノ
剖uの末尾には，円ilノ¥当家主要産物ニitI¥スル
税ニアラザル」と記されており曾 +11'+誌に政ぶ玩~:
な農産物という位置づけではなかった O
出荷先に注目すると，明治30年代以前は，久連
地区のi!支遺与三郎氏，10)を中心(二，木負地i互の相磯
作次郎氏の父であるキElíjj'~兵日~J J::\:をはじめ. 1=1 Tli;m 
村の 1111 買人へ出荷されていた O また • rキ1]磯貞DjJ
妻jといった，女性に対しての販売もみられた 0
1tH誌は，木負j也l玄等から舟:Illiにて，沼津市街等へ
出荷されていた。
明治33年には. !奄 Jfq{~mEI31とI!Tの仲良人への出荷
が始まり，外部の仲買人の進出もみられた。明治
40年代以降は I)~ iilql寸三 ì~i土地区や!駿東郡沼 ì~il: I I!Tの
問屋や銀行へもがみられた O とくに，明治42
年(1909)には，泉ナ1'の浮チ1:勇i哉氏への出荷がみ
られた。「年々収穫産物比較帳簿Jには，深井勇
j哉氏に関して. r此1j三沼津ノ八木清三郎，小松原:.
泉州人沢ノ勇蔵競争トナリ 八木市ト小松屋先i司
第10表 海j頼伊右衛門家の柑橘出荷
ifl![ 金鉱HlJj) 2針H 小2長持I 紀州 手;絞れf 久年fIj: 大絞れI J鼠州 J.f物;温州 不一フル そのi也不IVl
lijli合 191886 3.20 (ー )
明治 201887 9.50 12m 5f1， 
明治 211888 14.25 21. 5U， 4.511， 
明治 221889 34.80 50後 4fl， 
明治 231890 38∞ 45f?< JOi}， 
明治 241891 34.00 ぶ3M}， キ30rf， 13r}， 
lijJifi 25 1892 
30.00 本50依 半501<.
9.50 14f;l< 
30.00 本30fl， 取30キ 3fl，
明治 261893 3. 36 5.6i}， 
3. 50 十時il2m
明治 271894 
56α) 19L5fl， 16ft< 24j災
6.15 イ市15fl，
lijJifi 28 1895 
109.56 本9f1，'18t災 *9ft， '41， 10f1，.lj主り会 ¥Hli (ー ) 釘千創b:t1f3f1i5i6i3iL 炎
0.88 十市2ft，
lijJifi 29 1896 
55.00 43f}， 6ft， 9ft， 22f}， 
1.40 21T. 
lijLザi30 1897 
61∞ *34.511， キ34.5ff， 38.5fJi 
4.00 干往~{;Iíl5 í};.
IVj治 311898 107.20 65i312 再三 1201lk本e ，1、 182.51< H&¥j，liOi1<. ji!i1f}， 
63α) 431< 
IVjiti 32 1899 16.50 3ft， 6f1， T-1志村i1il1，
L 27 1.5f}， 
181. 80 841.炎 95!1， .Ht(j，Ji26f}， 
IVJi合 3319ω 7.81 3B炎 4.2i1， 
5.94 千役(j;li6GU， 
lijが 1901 
102.67 68f1， 千1:eji!i1]f}，
2.50 2.5f1< 
17. 00 35f}， 33f長 122ft， 
iりj託 351902 10.53 91t， Htij，Ji・1.5f}， 
4.00 4f1i 
可153. (x) jJl局不明132f1，Ilfjiti 36 53.54 121J， 26ft， 千主主j'Ii192f}， 5.40 十!il孟不lij54f}{ 
104.00 55f}， 651.長
lij治 371904 98.28 92.3f}， T白川，li711<
0.75 (ー )
270.00 180f1< 千{主~Mi2 Ui
IVj治 381905 14.40 51}， 5.46ft< 
2.80 2f}， 
305.00 238f& 
Ilfj 治 391906 35.10 271災
22.25 (ー )
425.00 22911< 
lijifi .10 1907 9.00 4.511， 
5.70 (ー )
619.18 326.9f1< 
45.00 50ft， 
ijlifi 41 1908 
小15804大0{向il司， 18.00 
533.18 285.3f}， 2. 180il司
Ilfjifi 42 1909 
8.50 ぬ01邸
5.40 2iOf関
4.00 JOilb¥ 
6日)α) 40f1， 350m 
16.50 ∞flo¥ 
Iljifi 43 1910 
35.00 7∞i!h¥ 
7.20 6ωi!.日
1. 50 500HAI 
19.80 ↑i!26f}， 
702.00 541tfi 
IVJ治 '141911 
9.60 8.95i}{ 
9.45 9i白
10.85 千役~j，1i 7 i1{
注 1)年度は. U-I7C (先物取引)の始まる初秋から， li}{:相の出荊の終わる早春までを， 1つの年度とした。
注 2)金額は，小数点第3位以下をILlトj舎五入した。
注 3) (一) は販売量不明，キを付した数値は抜数の種類をまとめた販売量を示す。
注4)販売先の留は判読不能.空欄は記載なしであることを示す。
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第10表 ~Jj:瀬伊右衛門家の柑橘出荷(つづき)
irl~ 販売先 {結J!，'
ijidi 1911886 Ilil Ji ilj; IJ-J~HHLI~'f I支八
明治 2011887IlllHl;t州 大;:?1j、li:-i
iりli'fi21 1888 1 Ji il日間fil付久A ;使途 lj.~m)
IVJdi 22 I&S9 1iI}j ilf-i'lji日付久A ;1主主金 'F~:m\
lijJ治 231890 1I )ji:tv山li十J"，lj-I" IIJ li¥兵i!J:j
明治 241891 I万部!lijiliH久迩 波没'.j一二日1¥
iリJii25 1892 IIIH!:日i1ljil!i十j木魚 官\f~主 ir{次郎
Illhilt¥1引iliH久述 ;1主治'j二今日1:
Ilhll:何iliH夕、j1! il主食'j三rm
iリifi26 1893 liI }ji:f，iljili什久迎 i市本'jじ
!ll:hnr.凶il村本災 大il太兵衛
iリJiu27 1894 
liI万部IぷiliH久述 il主溢'j二日1¥
IlI7!I:l¥凶i!iH夕、J!li f沼木J[:{i卒il"]
lijJ治 281895 
III)n:f，内il十j久述 il洛与三m;
I}jW¥l'ljili村ぶ負 お1)，、
1!}Jdi 29 1896 
lilHll¥P4ili村本ね utifJI八
臨 eJt.1 
明治 301897 
li}j m:JIIj泌付与i:m iJfl洛?J;t太郎
liI)j I:f，Jilji!i十j本(!. {jfilJl八
lij治 311898 1 Jim¥附泌村久Jil iliI洛'j，c:m¥
111)j Hj:11百 iílì村立 f~~ iliAilt，i 太郎
ijJifi :32 1899 1方部内iH村久巡 il!i没'j-::mi
1万部jI副作付久迷 照不jじ{i待il"]
lを1J;(t:!;IJltl日J_ 1 7intlJljii H久il JHIi久仁 il主治 ，'j 二fH~
lijJdi 33 1900 IT:Jn:v，lljilifJ久迩 i尽木'j仁
1 )jlif，P!iii+J木('-! 十1再建よね
iり!ifi3-1 1901 
1J1}j郊凶;'iH村久巡 il立込 f.j- ~.:rm
IlJ}Jt:I;li泌十J久J主 かしゃi手
JI!!， I~U:Clll1七!ií) j:tB夕、じ
ijldi 35 1902 1 JiW:!ilji日付久述 ij~~j1き tj 三日1\_ i日本7じイー:待il"j
1ブj!il:!JliiH久述 おまつ外:l:{，
JI!'IJ;qij IJ JtlUJ :jj:IB久仁
!ij!ifi 36 1903 III)n:tiJltili付久逆 沌3告す m: 
f1j}jm:凶im付本民 十Il機兵iめ'J[外 l名
1!，I!;i imlJI JtlifJ JIlIi久仁
iリlifi37 1904 Il}j g日IJtiiHね久述 1主治与c=:mi
1 Jit:l:1町ilijJ久述 初木t'ilめ姿
li在Ii;U:tIIJtliIJ. Illhm:J1可iHi十;久述 )11¥夕、じ ilわ詮'j三mi わ1のf宮古({イ、iりj
IVlifi 38 1905 
1ブjl部Jltiii村本i司 十日i後兵!ilJ安外 1:(， 
一川一~1906 ~従lJ;í !i1ll iJ JtIH] )7fiE久じ
1906 11 :JiI:r，凶ifn村久jli おさL、
IH)jm:{1差益'与村 修終ずj
fllJn:l¥li山Ii付久迩 ;1主治I_j:D!: 
iVJdi 40 1907 1I )JI:ß liljim村久~ f!I磯WiJ)攻
IJ}jm:i同社日付本災 キ1凝JUめ 相iMl
1ブjilJ)1人JiiH付二ij!t 小松is夫
IlhHj:凶iliH久.il 1111'ドヒ外3:1ぅ
lijdi ，1 1908 
1 h(:日l人]泌村三Hl ノl、十公liHと
litll :事JH丹波
lijJifi 42 1909 
tノジ-l::
L~?i: 1i! tmi{1;-，tt:lilj 
級lkm:it1iltfi1j !ielir 1占しi
• 
Ilil11'1(太日1I
;)'JLLS寸以ト
IVJdi -13 19JO 
t~I 1t[ m~ ~ ()i~\!: l!J uPJ!THHfi Ijl烈鋭{鉱物
1 )Jm;lljiiHt;J木魚 仏:と -)'J:)、上8-)少し以j
1，;~F ~字シミ牧!
川Jil:lli出im村木魚 il洛与二nJj姿かしゃ
Will 
iりifi'H 1911 
1I))I:li1ijili村不i有 tb:仁
~1y[J:日 i{1ii!U日] ，liTI止
III }j m;l~ijiilì村久述 1 !:i:i f!i1" 
(海瀬伊右衛門家所i¥主ril三々収穫産物比較l阪」をもとに作成)
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品種について，一部に小笠:111やネーブルオレンジ
と記されているが，多くは記載がみられなかった。
本資料の作成された時期が10月下旬から12月上旬
であることを踏まえ 品種の記載のないものはilWd'I1
蜜柑であるとみられる。つまり，海瀬a京兵衛家で
は， 12月中旬以!年に収穫される中娩柑やl現柑につい
ては不明であるが，それ以前に収穫される品種のほ
とんどは温州蜜柑であったと推察される O
出荷先に注目すると， I日西浦村の仲買人に加
え，庵原郡江尻町の望月高);5や田方郡内浦村二
地!玄の;J寸去屋への出荷がみられた。望月日耳目や小
は， 1望月木負渡ス」ゃ f小松屋木負渡スjと
記されていたことから，木i当地区の1ljJ買人を介し
て出荷されていた。 仲買人について， 11月16日の
望月商広への出荷には「木負扱所渡ス 相磯作次
郎翼入Jと記されていた。望月商!苫の後継会社に
あたる望月兄弟商会の社史によれば，望月商)百で
は大正511三(1916) に1:13機作次郎氏を介して， I日
T1l ;m村から柑橘の集荷を開始したの o 1蜜1:[:¥'1:1日採
相むの内容を踏まえると，大正 5年ではなく，大
正 2iJ三に望月商jiEは!日TD:iiFIH寸への柑橘の集荷をす
沢勇ニトラレjレJ41lと記されている O このように，
旧西浦村周辺だけでなく庵原郡や近畿地方からの
仲買人も来訪するようになり， 1tjJ買人のITJ1での競
争も盛んになった。
2 )他の柑橘生産者の動向
第8図と第11表は，沼津市明治史料館所蔵の海
瀬家文書「蜜柑j:Hl探1)むをもとに，大正 2年
(1913) における海瀬源兵衛家の柑橋出荷の動向
を示したものである O 海i頼j原兵衛家は， 1久保」
という屋号をもっ，河内地区の地元有力者の 1つ
である。 明治J3;jには 当主の源兵衛氏が村会議員
やi王!方都会議員，西浦村長等を務め，木負地誌に
された貸付会社「広益社jの発起人や産馬会
社の責任者等にも従事した1)2)0 1柑橘雑記録Jに
よれば，明治33年9月12ElにiHn兵衛氏が伊右衛門
家の柑備新楠地を見学して感銘を受け， i)j~兵衛氏
I~I 身も河内地 i玄の LL! 1本を I~丹墾してキIH誌を新地した
と記きれている。この点を踏まえ，百五i~!f{ ?)}j~兵衛家
i明治331J三前後より HI'i高生産に従事してし 1では
、 、 ，
、 、 ， ?
海瀬語;〔兵衛家
{rl買人
q.¥，li;:H:: lJ:iif7'c 
iJ:li¥村長路
ヲ封
@ 
建静
〆
〆
、 t、
， 、
た。
相磯作次J~r\氏
一一一者酔
黒色 (ex.窃
O 
第 81zJ 海滑りj京兵待;家からの1:IJi漏出荷
(海 l~~î 家文書「蜜中1I):1l!採 Illjむをもとに作成)
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第11表 #iJ:i~jniW兵衛家の村j橘出荷
11'-)j i! i'lHI!jJ;l 全部
i'll許可JL:
Wi~号
(l't) (lLJ) 1tiYr 
kl.: 2 1913 10 24 59.000 45.850 
}.:.正 2 1913 10 25 126.200 2/1. 805 
).:.正 2 1913 10 25 45.700 8.385 IljYil;川
大iE 2 1913 10 26 13.700 2.622 I(;flj、il日J:J元Il!j
大1'. 2 1913 1 I 4 37.300 6.055 
大iE 2 1913 1 I 4 119.700 17.647 
大iE 2 1913 1 I 4 36.100 5.865 
大iト 2 1913 1 I 4 36.100 5.855 
大正 2 1913 111 5 47.400 6.794 
大正 2 I 1913 111 8 224.200 29.452 IHHii1;I)、Jil十 .:;1'
大正 2 1913 1 ')') 4.000 1.690 
j¥正2]1913 1 10 92.300 13.8'12 lむil;':m;iIl)LIHj 
大1会 2 1913 11110 104.200 15.624 1/;fl!1( ?il;il:IJLIl!j 
大lL 2 1913 1 1 72.100 11. 100 li在il;(il;、iUJLurr
大lL 2 1913 11112 11. 400 17.168 
大lE 2 1913 1 14 13i}< 13.000 IU)j!i1;r川im十j久述
j¥lE 2 1913 1 15 121. CJ61J< 
大il: 2 1913 11116 108.500 13.260 Ii';fJl;(!i1日1:坑Il!r
大 1I~ 2 1913 1 ')') 130.800 19.620 IMI日(:m日J:JJLIHr
j¥iE 2 1913 11121 81.900 7.080 山プ)m;IiI-ili+J久i主
大正 2 1913 1 106.800 
kiE 211913 1 26 1011< IT /j 1:; li4 il H久述
klE 2 1913 1 26 b 戸 i~í'j 旧H!iI;，'4im付久述
j¥jT 2 1913 1 26 120il!il 川ブiîll; ，'~'iinj:J久述
大正 2 1913 1 28 145.400 16.940 1げJi:!;1人lill+:].:;P 
大iE 2 1913 1 29 207.600 34.209 ITIH!iI;1大Jil十J会也J!
子J¥.IE 2 1913 11129 262.600 30.638 
大IE 2 1913 121 2 21/1. 800 25.060 1ブnn;l)、JiIiH:=:i/I
j¥lF 2 1913 121 5 21.1. 000 24.962 ITI)j部i人Jili村三Ht
主i:1)空槻は記1在がみられないことを示す。
注 2)欧米注l.ti%品離はゴチックで示した。
氏名
「トJ
守I~IJ ji五m イトねj也I;{にて烈JJ )~il'--l\: 父 、iliJ:-~ 
ノj、松}弓: 本c!J也10<:のカネカカ'itJI介
'1UJifiWi 
手?~JJ IfiJ，Ii 
引け Il'i-j)，li
J{J!戸1、l'
'W rJ ~'B J，i; 本('[J色iえの十1破作次郎氏カι1'i1介
望月 iliJ，ij [本f'liJ立スj
iJfU註Ij.-:f![i 
小渋jlO:3l' 
久述!J:.rjl. Hi本p'(jJ}iln't'l1!7 f災 ノト~i1';'111 :3依
iJ空港'j--.:nli ネーブル90個入 2箱 95個入 3箱
かしベペ友人 u介支; ネー フ)["
ノj、松J-.'ー I ~(C! iJ主スj
ノj 、 1~';1うそ 1-~(í'I;I主ス J
ノj 、十'!~Jj{ I木f'!iJ立スJ
ノj、松j手
(if凶器家文書「蜜村1'11111宗 11JJ~J をもとに作成)
でに展開しており，相機作次郎氏が望月i存の本1
1誌を1ljJ介していた。
望月i在への出街の行われた1:1に注 1=すると .10
月261:1と11月101:1. 11 EI. 161:1. 221::1であった。
望月商自の経営者の l人で、あった望月益之助氏のまた f蜜中IHIH採IJむには.以下の記述もみられ
た。
!駿河 I~l庵原郡江尻 II!T サス一泊望月平吉 清水
港出船十月三十日 一パンクウバア及カナ
ダil!紅白ミカン積込 十月三一1-1] 工ムヂヤパン
十一月六日夕イタン号 十一月十二日エム
ルシヤ号 十一月二十七日エムインデヤ号 十
二月十1:1エムエシヤ号
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によれば. 'iM )':j ではi明治41:¥1三に横浜-Iliの
尚 J;~~ と共同でカナダやアメリカへの輸出を jjj'J 始
し明治43:¥1三(1910) より望月j{}jjgのi:jLS0lで、輸出
して.大正 13:\1三 (924) の日本相 1制jÍl-~Uj 商社l 合の
設立まで継続した~1)。つまり，望月 i{'H)1日へU11Hj'さ
れた1tl-1需には，清水港を経Etlしバンクーノす一方而
へのi/IltrlLUも含まれていたとみられる。
3 )大正後期の柑橘品種と出荷
第12表は，相磯家(一!こ条)文書「柑橘検査B報J45)
をもとに，大正後期の河内地区における世帯別の
第12表河内地i互における1ftザT7JI柑橘生産量
一大正後期一
氏名 ilHli {t.久 不一フ')l--本金持 桜子 レモン 不IYJ。t:{'i待1"j 9，IJ8，3i1.( 280f?{ 58rl< 2.40 
主主夫 10.00 
O. i8. 12依 400í~.( 70i'1< 1. i4 
2 288iJ< 80fl< 0.96 
3 0.22 8M}.: 10il< 1. 20 
4 
13. 39. 30if.: 
1311時
2.12 3.48 
5 3.72 O. 62. 60i炎 0.84 
6 0.96 25r:!ミ
7 42.84.19f炎 10.00 1J96 
8 3. 40. 1 i'J< 1. 28 
9 1. 82. 13i1.E 2.10 
10 1. 14. 9{1.: 1. 32 
1 2. 05. 6i1< o 04 1. 56 
12 3.34.311< 2.50 
13 39.01 6. i8 5.52 
14 2i.96 3. 18 
15 13.86 0.46 
16 10.92 0.48 
li i.44 1. 14 
18 i.20 0.72 
19 2.12 0，24 5.00 o 18 
20 5.88 0.48 
21 2.28 3.06 
?') 4.50 0.72 
23 2.30 2.31 
21 1. 31 2.28 
25 0.68 2.00 
26 1. 81 
1. 9.1 0.60 
O. i8 I 0.58 1. 08 
つ寸寸 1. 08 0.86 
30 1.92 
31 1. iO 
32 1. 59 
33 1. 50 
31 o iO 0.72 
‘35 1. 08 
36 0.25 0.72 
3i 072 
38 o 06 0.36 
39 0.36 
40 0.30 
11 211i 
( 1:]磯家(仁条)文書「中1I協検査E!宇IZJ
(年次不l明)をもとに作成)
注 1) i'，MIf[字lは資料通りである O
注 2)数哉の単位は.記載のないものはiTである O
主 3) ?~1聞は ii己íIまのみられないことを示す。
村柑j
ら. 4必3人の柑柑-橘生j産藍者がみられ， 海瀬伊右衛門家
の生産量が多かった。品種について晶ナト|蜜柑の
比重が大きく. 1金久」ゃネーブルオレンジ. 1本
蜜柑J. 1澄子J. レモン等も生産されていた。「金
久Jは，大正前期以前の資料にはみられなし
である O 聞き取り調査によれば，仲買人の氏名か
ら造認された荷口の呼称の 1つとみられる O ま
た，西島恭平編 n!1ï i甫村誌j によれば，大正中~tJJ
の柑橘生産の状況について，以下のように記され
ている O
今ヤililiHI全盛期ニシテ其産額庵原志太ヲ凌駕セ
ントシ其ノ品質佳良ニシテーal床多ク西浦金久ト
シテ京浜地方ノ声価大ニ昂 J)西浦金久ニアラザ
レパ蜜柑ニアラズト言フモ敢テj益言ニアラザル
ノ栄誉ヲ)j券チ得ルニ至ル46)
これらの点を踏まえ 「金久」とは旧西浦村で、生
産された温州蜜村!のブランド名の 1つであったと
推察される O なお 「金久Jやネーブルオレンジ
は，海前i伊右衛門家をはじめ生産量の多し
を仁|コ心に生産がみられた。ーブJ.1燈子」につい
ては「宅地内，買取人山口25校」と記されてお
り，庭先栽培で、生産されたものを特定の仲買人が
集荷していたとみられる O
第13表は，海i~説家文書「蜜村j'lr!荷量一覧J. l'蜜
柑仕切書Jをもとに，大正12年(1923)における
河内地区からの柑橘出荷を示したものである O 海
i~説家文書「精算書類j には，大正 7 年(1918) に
神田市場ーの青果関屋より li可内相橘購買組合j宛
の仕切書がみられることから，河内地!玄では大正
中期より共同出荷が展開していた.17)。 出荷先につ
いて.11月半ば以前には. 1ブヲifl1村三津地区の小松
浜îJ苫や 11五百 iN~l寸の仲買人へ，河内地区のすべての
柑橘生産者からI:EiHrがみられた。また，祈i日=1市場
へも. 1金久JをはじめililiHI蜜柑の出荷がみられ
た。海i~!Yi f~l右門家では 主に!日西irl討すのflj買人
へ出荷し河内地区全体の出荷量の 5分の 1tJ、上
を I~I めていた。
第13表 ifj" I大j地区からの柑橘IJJ!1苛
1j'.J El 総IJ¥荷it
大IT 12 1923 10 117 312.08if< 
大11-: 12 1923 10 121 99.60依
大jE 12 1923 10 124 19rn 
大iE 12 1923 10124 31 箱
大正 12 1923 10125 20rn 
大正 12 1923 10127 297. 62t}{ 
大正 ]'? 1923 10 29 5i~れ
大正 12 1923 10 129 19ri 
大1二 12 1923 111 3 19箱
大lE 12 1923 111 6 16~~í'i 
)(11 12 1923 111 6 12ri 
大lE 12 1923 111 7 37m 
大正 12 1923 1118 4m 
大正 12 1923 1119 369.801夫
大正 ]'? 1923 111 9 18符i
大正 12 1923 111 9 1qri 
大:JF 12 1923 11111 267.90f!{ 
大iE 12 1923 1 116 10m 
大jf 12 1923 11130 10i1:i 
大iE 12 1923 11130 18ri'i 
大正 12 1923 1 20i:自
)(jl二 12 1923 1 2ni' 
大il二 12 1923 121 1 40W:i 
大正 12 1923 121 8 461.811TJ 
大正 12 1923 121 9 2ni' 
大正 12 1923 12122 24n'i 
大正 12 1923 71. 6711J 
大正 12 1923 17箱
I'lj:液H)tイi(1，1:1"] 
ILH¥if先 やi考
家のIlH¥庁主;
51. 98i1< EH hinil人Jil村云i;lt 小松IlW;
5.00i夫 IH)j ll1iliì:j iílì 十j 本 í~ iIHiHJよ
}f[j?:J行千1!I11ζ 干1IIll!i場 I!Yi1t 
東京J{.j千IjlTlえ千Ijl川市場 J'iJ{J、
Jil 0.久
55.00if< IIl}Ji加えJiiH村二ij¥ 'J、十J';it'BI，¥{ 
W: J~~IU 干1!I I:l II三千illlll ，!í'場 fj.M 
京j;CI{l i'ljIJIR .fillllldi J.，} J'j，ょ
東}~CJ{:f十1!111.><二千1j11l1!iJ劾 ノじ~7一" <î~久
1! fi' 大1¥
1U j;CJ{:ftl!1 1 1三千Ijlll!iJ劾 PliJ捺
東};Uf干111:<二1'IITIIiJ劾 fHI'i ~~久
'UI };~ JH tllll三千I!ITIリiJ品ー kの忠 〈佐久
45. 12i}< 1IブJ1!日間ili:FfiJ¥ 大本一丈'i{{
東};CJH干IITI三 tl!ljli!iJLj f'J:J、 ~~久
ヨ~};rJn 干1111111三千1II IlldïJ劾 定)j {j[:久
65.95依 ITブnl日I!Yil村予iJ¥ )(~~文 !i{
東京Jf:J干IjIFlIζ i'!/IJl!ijJ)j r，ま ;iZ久
束三CJi.r干1!IJlι やIllIldi)J，J 0.久
京J;(JU十1ILl 1->( 千1IITlliJ劾
京};CJ{fi-llllえ千Ili1ldiJ効 Ji;{J、 {ji=久
!.U}r(J付子1IIllI式十Ililldi場 突の扮; ィfi:久
!UJ;i:l{f干1川l三十1IIHliJJj
オn;(J{.f 京};(J1{
!U };C JU fljlllえ千1川市J;，) l牟j苦 ~j 久
"4u;CJffili川氏，千1川l!iJ劾 l今(，百 金久
';4心;(I{:f:tlHl 1三千1川市Jj li公j(
l!.U J;( l{ftillJl 1"><: 千IIH!，IJ場 7i!.)J 
(海瀬家文書 r~室、村]"1'Jl!荷量一覧J (大正12年(1923))，
r ~室、iil1:1:切告:J (大iEl2ijニ(1923))をもとに作成)
注) 年月 E!の空欄は記載がみられないことを示す。
つまり.大正後期の河内地区で、は，品川蜜柑を
I~=!{、に生産され， r金久jというブランドでも
市場へ出荷されていた。外来種について，ネーブ
ルオレンジ、の生産は大規模な柑橘生産者を中心に
生産されていたが温州蜜柑に比べ生産量は少な
かった。また，ネーブルオレンジ以外の外来種に
ついては，ほとんど生産はみられなくなっていた。
て， ネーブルオレンジをはじめタト来4韮のj算入の経
緯と，導入後の展開について検討した。 I日間im村
は，近代期以前には主に 男性はI実業や川、業.女
性は農業や家事に従事するという，半:J支半;，({I、の生
業がみられた。キ1 '橘生産については，近i止後H1j(二
小室、相や久年母といった柑橘樹木がみられた。 明
治1=1ごI~l月より，地元有力者であった海瀬伊右衛門氏
をはじめとする先覚者により 柑橘生産が本格化
V 結論 した。
均刊m伊右iTij:1ヨIJ氏は， 明治前却矧jより j温品b員副iリけjナ、f十'H~卜、
j万京〔本f右稿;高品は明り拘知3訂j治言台[j期g明Jカか、ら大正;共期i与明!月;にカか、けてのi静:首静j予干;何苅県日1 植を進めるとともに明?珂3治3お5J'年iド三 (は19ω02幻)にはj庵奄J原
ブ方J~郡n出i目:旧 1酉Lt:Ti主浦rI甫Ir村村河可内地区 j周司;辺辺の 1柑ごf苦i討j 橘生産に注 l~白:ヨi し 1n~の ~iH語講習会に参加して高接技術を導入するこ
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とで、生産を拡大させた。また 品種について，販
路拡張をめざし晩祁であり!百三歳性の高い外来種
を積極的に導入した。外来種の導入をめぐり，
ネーブルオレンジの先党者である和歌山県那賀郡
の府内謙一氏や，外来種を数多く導入した技師の
日討す利親氏をはじめ 各地の柑橘生産者や技師，
官吏との交流がみられた。さらに， IE TL!:i In1村の出
身者等の北米移民を介して，北米からもi副委外来
種をj草入した。
l明治後期以降，ネーブルオレンジ、の生産は定着
したが，品川蜜村j-の生産量を大きく iご1[1]ってい
た。また，ネーブルオレンジ~j、外の外来積は，堀
内謙一氏より導入した「ブラットオレンジ」をは
じめ多くは将来の見込みがないと認識され，大正
i仁:1干村!十;
!医Xでで、は， 庵原郡江!元!l!Tの11:¥1)5主を介して海外il1命出も
始まり，東京方市i等への共同出荷も展開した。!坂
路拡張に伴い， ji州蜜柑では「金久Jというブラ
ンドも成立した。 -}j，外来経については，大規
撲な相桶生産者が少最出荷するのみであった。
つまり 明治則から大正Hj1にかけて村j-補生産が
拡大する 1:1で，先党者や技日f!i，官吏，海外移民を介
して長距離I:Ui苛に適した外来換を積極的に導入し
たものの生産が大きく，定着することはなかった。
本稿で示した柑1、話外来径の事例は，近代WJにおけ
る海外からの昨jliや技術の導入が一時的な流行と
してのi!lJ間をもち，産業振興にはi主j妥結びつかな
かったことを示す。しかし泊:外からの商品や技
術が直接定着しなくとも，海外からの商品や技術
を導入することで、従来の正HALliや技術の位置づけを
雑誌し従来の商品やj支術の展開に大きな役割を
果たしたことが明らかになった。今後の課題とし
て，海外からの商品や技術の導入が直接に産業振
興には結びつかなかった経緯について，技術面で
の課題や.需要の側面にも注目して検討を行う必
要がある O
付記
本稿の作成にあたり.海溝! 治ご夫婦や十1I磯 j孟
氏をはじめ河内地IRや木負地!豆. 1:1 凶;m村各地区の
皆様，および出津市明治史料館の木口 亮氏には.1m 
き収り調査や資料の閲覧において大変おL!t話になり
ました。記して厚く御干しEIヨし上げます。
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門家が中心となり植付けた可能性が推察される O 門氏が作成し大正中期以降に「進j京@-士jすなわ
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換に就て，柑橘(日本柑橘会)， 1. 25~28o 代として，村i磯作次郎氏と渡辺与三郎氏の 2人が
35) 13村手IJ穀 (903):米国「オレンヂ」苗木の導入，相 記されている。つまり，渡辺与三郎氏は，相磯作次
橘(日本柑橘会). 2. 20~27o 郎氏と並ぶ. IElTLEi浦村の相橘仲良人の中心人物で
36)この1寺の経緯について，①海瀬伊右衛門 (904): あったとみられる。
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果樹(日本村1-話会). 16. 20~21.によればι 着荊 (991) : rm津市明治史料館資料目録 9 三津羽田
までに粧水が成長していたことや，接11後の成長 家・河内海南i家文書 I~j 録j に基づく O
が遅れたが枯れたものは 2剤 5分程度であったと 43)望月一平編(1982): rOrange King. Suichi IjH. 日本
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ただし. I鵠き1!Zり調査によれば江梨地区には杉0J (1924) と大:iEl4年 (925)に静同県より相橘検査
姓が多く)吉住していることや，明治則や大正月jの 員に任命されている。この点を踏まえ. I柑橘検査
江梨地誌の杉山姓の先1:Iiに北米への渡航者が多く 日報」は，大正13年ないし大正14i~三(こ，害虫検査を
みられることから，杉山兼三郎氏は江梨地区の出 目的として作成された資料とみられる。この資料
身者であった可能性が{f:察される。 にはP 村i橘閣の所有者や位置.市積，品種. U:¥荷
38) I年々収穫産物比較IJUの表紙には.I年々収穫産物 長。出荷先が断片的に記されている O
比較 IIJj~ 大正八年七月四1:1紙継起 逢jl居士Jと 45)望月益之助 (959): I静岡ミカンの販売18]顧J.前
記されている。中表紙には. I村i橘収穫柿収 掲 8). 779~789o 
機樹木i'i[(付|羽裂年度山林J又楼記入1浜海 46)前掲12). 72~73o 
ì~~i 伊右衛 IIFJJ と記されたものと. I明治サ参年一 47)前掲 6)④。 33~34. によれば，大正llij二 (922)
月 年々 JIY.;f量産物比較IJjミ樹木植付記入TlJiili村 に「河内相橘共同1¥荷組合J.大正 7ij三(918)に
河内 !こ城」と記されたものの 2つがみられる O 表 「木負中Jj橘購買販売利用組合」が成立したと記され
紙と 1::1表紙の1¥]には. I修善寺村紙谷なる公野氏よ ているoI i可i持i'lj橘購買組合」と「河内i3橘共同出
り此手製旧式なる丈夫一方の紙を資ひ，此1E:J式雑記 荷主1合jの関わりは不明であるが. I河内村i橘購買
IJjミに継ぎ足し帳簿も紙も 1[1式の侭を継続するも亦 組合Jは「木負キ1I橘購買販売利用組合jと同じ 1寺WJ
l玉i縁なるべし J と記されている。これらの点を U~lf ま に成立した可能性が推察される O
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